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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城下は四方を壁かべで囲まれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　蟲むしの出現場所であり、蟲の放つ穢けがれが溜たまりやすい帝都城下では、この結界を使い、状況に応じて夜間に大掛かりな浄じよう化かが行われる。

　帝都を悩ませる怪あやしい魔ま物ものが、帝都城の守しゆ護ご神しんの力を駆く使しする戦士に浄化され、芳かぐわしい香りを放つ淡あわい紫むらさきの小さな花と化した、後────。




　清浄な気に満ちているはずのその場所、帝都大通りの、灯あかりの消えた外がい灯とうの上に。

　空を踏ふみ、禍まが々まがしい気を放ちながら冷たい瞳ひとみで眼がん下かを見下ろす、一人の若い男性がいた。




（どうしてこんなに近くに来るまで気づかなかった!?）

　驚きよう愕がくする神官の視線を追い、小お此この木ぎ神官長は息を吞のむ。

　一見してわかる異様で不吉な存在は、弓矢を手に月を背負い、瘦そう軀くに纏まとう衣服を深い緑に輝かがやかせていた。上空を渡る風を受け、長いマントが翻ひるがえる。




　帝都の神官や蒼そう司し朗ろうたちは知らないが、砂の国で生まれ育った望ぼう威いは、幼おさないころから話に聞いて知っている。

　人に非あらざる力を持って、禍々しい気を放ち、緑の服を纏い、弓矢を携たずさえるモノ。

「────魔ま界かい侯こう爵しやくレラジエ……」

　ソロモン王によって封ふう印いんされた、七十二柱の魔神の一人────！




　魔物を浄化し、一人だけ先に四し神じん変化を終えた蒼司朗は、篠しの原はら勇ゆう輝きに支えられながら皆の視線を追って顔を上げ、ゆっくりと目を瞬しばたたく。

　空に立つ、その人は。

「……清きよちゃん────」

　今日一日、会いたくて会いたくて、必死に捜さがし回った、蒼司朗のただ一人の大切な従い兄と弟こだ。見たこともない服装で、どんな気を放っていようとも、蒼司朗は間違えない。




　緑の服を纏うモノを見上げる篠原勇輝は、支えていた蒼司朗の背がびくりと揺ゆれたことに、はっとする。

　基き礎そ的てきな霊れい力りよくが足りない蒼司朗は、四神変化による消しよう耗もうが激しい。四神変化した直後は、回復を待たなければまともに動けないほどだ。

　禍々しい気は、消耗している蒼司朗にとっては毒どくでしかない。蒼司朗が倒れるのは、奥庭の四神様にもよくない。

「おい、蒼司────」

「清……！」

　心配する篠原勇輝から離れ、清志朗へ駆かけ寄ろうとした蒼司朗は、一歩踏みだしたところで、がくりと膝ひざを折った。

「ミギッ!?」

「キュッ！」

「ピ！」

「「！」」

「っ！」

　声もなく崩くずれ落ちる蒼司朗に驚いたピヨ四神は、振り落とされまいとしがみつく。篠原勇輝は慌あわてて蒼司朗の腕うでを摑つかみ、受け止める。

（あてられたか!?）

　禍々しい気による負ふ担たんが大きいなら、蒼司朗はこの場にいるべきではない。四神の戦士最速の移動速度を誇ほこる白びやつ虎この戦士である篠原勇輝なら、ここから蒼司朗を連れだせる。

「ミギュ～」

　蒼司朗が篠原勇輝にしっかりと受け止められ、ぎゅっと蒼司朗にしがみついたピヨ四神は、ほっとする。

「こら、バカチビ！」

　しっかりしろと声をかけた篠原勇輝に縋すがり、枝えだ打うち斧おのを摑んで支えにしながら蒼司朗は上半身を起こして顔を上げた。

「篠原……」

　蒼司朗が発したのは疲ひ労ろうの色の濃い、掠かすれ声だが、しかし澄すんだ瞳は輝いていた。

「清ちゃんだ！　清ちゃんがいた！」

「はぁ!?」

　身体からだをまともに動かせないほど消耗しているのは同じだが、蒼司朗の表情は先ほどまでとは一変して生き生きとしている。頰ほおを上気させ、顔の色つやまで増したようだ。

　声を弾はずませた蒼司朗の言葉が、篠原勇輝には即そく座ざに理解できなかった。




「清ちゃん！　清ちゃんっ！」

　蒼司朗は篠原勇輝に支えられたまま、緑の服を纏うモノに向かって嬉き々きとして呼びかける。




　禍々しい気を放つモノへ、恐おそれる様子もなく呼びかける蒼司朗に、篠原勇輝は仰ぎよう天てんする。

（ちょっと待て！　『清ちゃん』って、こいつの従兄弟だろ!?）

　忌いま々いましいことに篠原勇輝たちの記き憶おくには聞いた途と端たんに消去がかかるので、ちゃんとした名前が何なのか思い出せないが、間違いない。

「清ちゃん！」

「おい、待てっ！」

　前に出ようとする蒼司朗を、篠原勇輝は腕を緩ゆるめず引き止める。




　空に立つ異様なモノに向かって呼びかける、蒼司朗の大声を聞き、小此木神官長たちはぎょっとした。

（何を!?）

　清きよ志し朗ろうという存在が記憶から消去されている者たちには、蒼司朗の行動の意味がわからない。乱心状態の蒼司朗を篠原勇輝が留めている、そのようにしか見えない。




　地上にいる人間たちの中、一人だけ違う反応をし、声をあげる者を魔界侯爵は見つめる。

『　　　　！』

　何か言っているのだろうとわかるが、何を言っているのかはわからない。聞こえているのに、わからない。わからないし……、ただ、不快だ。




　蒼司朗のせいで注目されてしまって、篠原勇輝はとても体てい裁さいが悪い。

「（騒さわぐな！　蒼司朗！）」

　篠原勇輝は蒼司朗を抱えこみ、強引に口を手で塞ふさぐ。この状態は、とにかくまずい。だが、蒼司朗にはそれがわからない。

「～～～～！」

　暴あばれる蒼司朗を、篠原勇輝は力で押さえつける。




　声をあげた者へ向けて、弓を持った魔界侯爵は静かに矢をつがえる。

　目め障ざわりな行動に出る者は────。

　削さく除じよ。

　そうしなければならない。

　冷たい瞳には、何の感情もない。




「蒼司朗センパイ！」

　狙ねらいを定める魔界侯爵の矢に気づき、篠原勇輝に抱えられた蒼司朗の前へ、望威が駆け寄った。
















「坊ぼつちゃま！」

　自分から魔界侯爵の標的の前へ進みでるかのような望威の行動に、入いり谷やは仰天する。

　望威と入谷の声で、状況に気づいた篠原勇輝は、抱えこんだ蒼司朗を庇かばう。




「実さね親ちかくん！」

　小此木神官長に呼ばれるより先に、玄げん武ぶの戦士である蔵くら田た実親は動いていた。

「はい！」

　四神の戦士の中でも最強の鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを誇る玄武の楯たてを構えた蔵田実親は、その背に望威ごと蒼司朗たちを庇う。楯で防御するのは易やすいが、わざわざ受けてやる必要はない。

（九きゆう節せつ鞭べんで払い退のけて……！）




「矢ニ触ふレルナカレ！」

　幼おさない声の鋭するどい忠告は、矢が放たれると同時だった。

　その言葉に、びくりと蔵田実親は身を震ふるわせる。九節鞭で払い退けても、楯で防御しても、矢に触れずにはいられない。

（止められるか!?）

　氷ひよう雪せつを放っても、勢いを殺しきれなければ、矢に触れる────！




　蔵田実親の氷雪よりも早く。




「朱す雀ざく炎えん舞ぶ、劫ごう火か招しよう来らい！」

　真しん紅くの翼つばさを広げた朱雀の戦士・芙ふ蓉よう薫かおる子こは羽は根ね扇おうぎを打ち振り、空を裂さいて飛来する矢に向けて、渦うず巻まく紅ぐ蓮れんの炎を放った。




「青せい龍りゆう斬ざん撃げき、剣けん乱らん破は砕さい！」

　猛もう火かに包まれた矢を、青龍の戦士・安あん藤どう奏かなでが振り下ろした巨大な青龍刀から放たれた何百とも見える白はく刃じんが切り刻きざむ。




　炎に焼かれながら砕くだけた矢が、細かな火花と化して散る。

　微み塵じんに砕かれた欠片かけらなら、粉ふん砕さいされたときの衝しよう撃げきで勢いが殺されている。

「玄武猛もう攻こう、雪せつ刖げつ渦か！」

　玄武の楯の前、渦巻いた一陣の猛もう吹雪ふぶきが、炎を纏う矢の残ざん骸がいを捕とらえ、微小な一いつ片ぺんたりとも逃のがすことなく、凍いてつかせて氷の中に封ふうじた。




　しかし、それでも。

（浄化できない……！）

　何とか矢を止めた蔵田実親たちは、たった一本の矢に対し、自分たちの力が及ばないことを痛感する。

　焼き焦こがし微塵に粉砕することはできたが、禍々しい気は消えていない。




　禍々しい気は消えなくても、氷に隔へだてられ、誰だれもこの残骸には触れられない。

　ごとりと重い音を立て、足元すぐ近くに跳はね転がってきた氷の塊かたまりに、神官たちが身を竦すくませた。




　帝都城のお庭番である蒼司朗を庇い守った四神の戦士と砂の国の王子の前に、跳ね飛ぶ氷ひよう塊かいをものともせず、砂の国から来た小さな少年が走りでた。

　那な智ちは隠かくしから取りだした小こ瓶びんの蓋ふたを外し、大きく腕を振って、中に入れていた水を撒まいた。

「Regnaレグウンナア terraeテアエ, cantateカンターテ Deoデイオ,」

　一切の迷いなく発せられる、幼い声の外国語。そのあまりに毅き然ぜんとした様子に、危険だから下がれなどと注意できる者は誰もいない。

「psalliteプサイリイテエ Dominoドオミイノオ' quiプイ fertisフエルテイス superスーパー caelumカエルム caeliカエリー adアドウ Orientemオリエンテム」




　耳にするのはまったく初めてだが、小此木神官長はその本質を理解する。

（この呪じゆ文もんは）

　悪あく魔ま祓ばらいの呪文に違いない。そして、振り撒かれたものは聖水だ。




　しんと静まり返った夜の帝都に、那智の詠えい唱しようの声だけが響ひびく。

　振り撒かれた水を避よけるように、弓を下ろしながら空を蹴けって後ろに飛び、那智を見下ろした魔界侯爵は微かすかに眉まゆを顰ひそめた。




　まっすぐに魔界侯爵を見つめ、那智は詠唱を続ける。

「Ecceエツケ dabitダイビツド vociボオチイ Suaeスアエ vocemウオーケム virtutis,ウイルトウーテイス tribuiteテリイブイテ virtutemウイルトウーテム Deoデイオ.」




　長居は無用とでもいうように、魔界侯爵は夜空へその身を滲にじませ、姿を消した。




　放たれていた禍々しい気が、消える────。




　禍々しい気の影えい響きようを受けないよう、必死で防御を続けていた下級神官は、それを続けなくてよくなったことがわかってバタバタと倒れた。かろうじて昏こん倒とうを免まぬかれた神官が、ふらついて膝をついたり、よろめかないよう足を踏み替えたりする。

　魔界侯爵の消えた空を見上げていた那智は、完全にその気配が消え去ったことを確信し、ほっと息を吐はいた。




「ご無事ですか!?　王子！　那智くん！」

　神官の後ろにいた入谷が、望威と那智に駆け寄る。

「二人とも、無茶しないでください！」

　一国の王子が身体を張って誰かを守ろうとするなんて、とんでもないし、どれほどの知恵者であろうとも、那智は幼い少年の姿だ。そして。




（異国で危険に身を晒さらすことはない）

　小此木神官長には、入谷の言いたいことがわかる。入谷と那智は、砂の国の王子のお付きであり、彼らが身を挺ていしても守らねばならないのは、王子だけだ。

　あのモノを知り、退しりぞけることができた彼らが、危機が去ったという様子で動いているのなら、ひとまず安あん堵どしていいのだろう。

　どうしたものか判断がつかず、言葉を待っている神官たちに、小此木神官長はもういいのだと頷うなずいてみせる。動ける神官たちは、肩かたに入っていた力をようやく抜いた。




（清ちゃん……）

　蒼司朗は魔界侯爵の消えた空を見つめる。

　拘こう束そくの力を緩めた篠原勇輝の腕の中で、ずるりと蒼司朗の身体が落ちた。

「ミギャッ」

「キュウ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

「お、おいっ……！」

　篠原勇輝は慌てて蒼司朗を抱え直す。

　脱だつ力りよくして膝を折り、完全に抱えられた格かつ好こうになった蒼司朗は、篠原勇輝へ顔を向ける。

「……ワリ、力、入らない」

　清志朗を見つけて、テンションが上がってしまって、自分がどんな状態なのかを忘れていた。

「この、バカチビ……！」

　腹の底から絞しぼりだすように、篠原勇輝は蒼司朗を罵ば倒とうした。ピヨ四神が一緒だし、お役目柄がら、放りだすわけにいかない篠原勇輝は、心底迷めい惑わくそうな顔をしながらも、しっかり蒼司朗を抱えてくれている。




　右手の玉たま串ぐしを高く掲かかげ、小此木神官長は皆に命めいじた。

「結界を収縮して浄化し、回収後に撤てつ収しゆうです……！」
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　四し神じんの戦士たちは四神変化を解とき、神官たちは油断なくいつでも戦える状態を保持しながら、事後処理モードに移行する。ここから先は、いつもの『蟲むし呼よびの夜』と同じだ。結けつ界かいは穢けがれを集めて祓はらいやすい大きさまで収縮され、浄じよう化かの後、解かい除じよされる。

　結界の外へと退たい避ひしていた帝都警けい察さつの警けい官かんたちや公こう儀ぎ隠おん密みつたちも、結界が解除されたところから活動開始だ。帝都城下で修復が必要な箇か所しよを確認して指示したり、昏こん倒とうした神官を介かい抱ほうし病院に搬はん送そうしたりという作業が始まる。




「それ、貸せ！　落とすと面倒くせぇから！」

　言い方は乱らん暴ぼうだが、篠しの原はら勇ゆう輝きは優しい。蒼そう司し朗ろうの持ち歩いている枝えだ打うち斧おのが、どれほど大切なものかを知っている。

「うん、ありがとう……」

　蒼司朗は篠原勇輝へ枝打ち斧を渡す。枝打ち斧の柄えは、強く握にぎられていたはずなのに、蒼司朗の体温を感じさせない。

（手、冷えきってやがるな）

　手放してはならないと、気力で枝打ち斧を握り続けていたのだろう。蒼司朗の手は、柄を握っていた形のまま固まっていた。




「勇輝様、失礼いたします。蒼司朗様、こちらをどうぞ」

　二人の近くに来た柳生やぎゆう真ま純すみは、小さな竹たけ筒づつ水すい筒とうを持っていた。

　完全にへばっているらしい蒼司朗の様子を見て、回復の効力の強い、蒼司朗用の『帝都のよく効く薬』を溶かした水を持ってきてくれたようだ。

　片かた膝ひざを落としてしゃがんだ柳生真純は、指一本動かす力もない蒼司朗の口元へ、蓋ふたを取った竹筒水筒を運ぶ。

「……すみません」

　篠原勇輝に抱かかえられたままで格かつ好こう悪いが、蒼司朗にそれを恥はじるだけの余裕はない。そしてこれは、柳生真純にとってはお役目にすぎない。

　相手が同学年の女の子だということを気にせず割りきって、蒼司朗は遠えん慮りよなく甘えることにした。口を開けて竹筒水筒の飲み口を銜くわえた蒼司朗に合わせて、柳生真純は竹筒水筒をゆっくりと傾かたむける。

　静かに傾けられていく竹筒水筒から、こきゅこきゅと蒼司朗は水を飲む。

（あー……）

　水が身体からだに入っていくにつれて、全身が泥どろになったような重さから、すうっと解放されていく感じがした。

　疲ひ弊へいしきった身体に劇的な効果があるが、一度にたくさん飲めばいいというものでもない。小さな竹筒水筒一杯のこの量は、蒼司朗にとってまさしく適量だ。




「ミギャミギャ」

「キュウ」

「チュピ～」

「「（しゅー）」」

　美お味いしいものを味わって飲んでいるわけではないのだが、柳生真純に水を飲ませてもらっている蒼司朗を羨うらやましがって、ピヨ四神が騒さわぐ。

「お世話係が世話されてりゃ、ザマぁねぇな！　四神様は、こちらをどうぞ」

　篠原勇輝は枝打ち斧をちょっと肩かたに預けて、蒼司朗を抱えていないほうの手を動かし、霊れい力りよくで作った金色のキラキラを飛ばす。このキラキラは、ピヨ四神にとっては美味しいおやつだ。

　わきゃわきゃしていたピヨ四神は、それぞれに向かって飛んでくるキラキラを、目を輝かがやかせて待ち受け、ちっちゃな口を大きく開けた。

　ぱっくん！　もぐもぐ、うまうま♪




（あぁっ、可か愛わいいっ……！）

　蒼司朗に水を飲ませながら、至し近きん距離でピヨ四神のおやつタイムを目もく撃げきしてしまった柳生真純は、悶もん絶ぜつしそうになるのを必死で耐たえる。

（写真が撮れれば、永久保存版なのに～！）

　絶好のアングルだが、さすがに今いる位置からの撮さつ影えいはＮＧだ。




（wowワオ！）

　ぐったり状態で篠原勇輝に抱えられ、柳生真純に水を飲ませてもらっている蒼司朗の格好は、ちょっとイケナイもののようで、望ぼう威いはドキドキしながらチラ見する。妄もう想そうを刺し激げきして、実にオイシイ！




　魔ま界かい侯こう爵しやくが放った矢の残ざん骸がいに触ふれないよう、動きはじめた神官たちを制して、小お此この木ぎ神官長は望威たちへ近づく。

「先ほど那な智ちくんは、『矢に触ふれるな』と忠告してくれましたが、あの矢の残骸にも触れないほうがいいですか？」

「ア、いえ。アノ矢に傷ヲつけられテハ、駄だ目めなのデス」

　小此木神官長のほうに身体を向けたものの、水を飲んでいる蒼司朗から目を離すことができない。横目でがっつりと蒼司朗を見つめながら、望威は答える。

「レラジエの矢ニハ、傷ヲ治りにくくスル力がありマス」

　小此木神官長は望威の言葉で、魔物に自分を襲おそわせようとするかのように姿を現した、血を流すネズミたちのことを思い出した。

（あのネズミの怪け我がは、魔界侯爵によるもの、ですか）

　大怪我ではないが、ネズミの負った傷から流れでる血は止まらない。

　傷口、もしくは血液中に、血液を凝ぎよう固こさせないような成分があるのかもしれないと、捕ほ獲かくしたネズミを調べるつもりだったが、本当に魔界侯爵の力が影えい響きようしているのだとすれば、何も見つからないだろう。

「那智くんに祓はらわれたモノは、再び姿を現すでしょうか？」

　聖水を用い、悪あく魔ま祓ばらいの呪じゆ文もんで那智が退しりぞけた『魔界侯爵』というモノのことを、小此木神官長はよく知らない。

　尋たずねられた那智と入谷は、逡しゆん巡じゆんせずに答えた。

「今こ宵よいハ現レマイ」

「もう一度来るような余力があったなら、さらに一矢放っていたはずです」

　出直すよりも、あのまま矢を放ったほうが、手間がない。




　小此木神官長の視線を感じるが、望威はそれよりも、お気に入りの蒼司朗のことが気になる。水を飲ませた柳生真純が去った後の蒼司朗は、かなり顔色がよくなり、楽になったとわかるが、まだ歩けるほどではないらしく、篠原勇輝に抱えられたままだ。

（ボクがセンパイを大事に大事に運ぶデス！）

　奥庭のお庭番だとか、ピヨ四神を連れている（霊力がないので望威には見えない）とか、そういうことは関係ない。保ほ護ごすべき愛あい玩がん系けいである蒼司朗は、篠原勇輝がやっているように荷物扱あつかいするのではなく、大切に扱わなくては！

「蒼司朗センパイ……！」

「清きよちゃん、どうしたんだろ？　絶対何かあったよな？」

　篠原勇輝に話しかけた蒼司朗は、ちょうど近づいてきた望威にも、同意を求める。

「Whatホワツト？」

　純じゆん真しん無む垢くな瞳ひとみで言われて、望威はきょとんとし、ひくっと篠原勇輝は顔を引きつらせる。

「おい、バカチビ……！　テメー、さっきのあのヤバイのを、従い兄と弟こだとか、寝言ほざいてんじゃねぇだろうな？」

「ヤバイのって、何だよ、失礼だな……！　あんな服着てるの見たことないし、確かに何か変だったけど」

　篠原勇輝を見上げて、ぷっとむくれた蒼司朗は、その後、視線を泳がせて横を向く。

（だけど、あぁいうのも、似合ってて格好よかったな）

　蒼司朗はチビだが、清きよ志し朗ろうは背が高くて細身なので、何を着ても格好いい。

　それにしても、宙に浮いていて、皆の見ている前で姿を消すなんて。

（やっぱり、清ちゃんって、すごいなぁ）

「ミギャ」

　思い出して、ちょっと赤くなった蒼司朗の頰ほおを、ぷにっとチビ白びやつ虎こが肉球で押す。

「いや！　何か変ってレベルじゃねぇだろ!?」

　暢のん気きで平和な蒼司朗へ、篠原勇輝は声を荒あららげた。

　放たれていた禍まが々まがしい気は、悪意とか憎ぞう悪おとかいう人間の範はん疇ちゆうを、ぶっちぎりで越えていた。何もされなくても、十メートル以内に近寄ったら、毒どく気けで腐くさって爛ただれそうだ。

　しかも！

「アイツに弓矢で射いられてたの、テメーだぞ！」

「でも、当たってないし？」

「それは、蔵くら田た先輩たちが止めてくれたからだろうが！」

「清ちゃんがオレを傷つけるはずないじゃん！」

「実際狙ねらわれてたろーが！」




　語気荒く、喧けん嘩かとしか取れない言い争いをしている蒼司朗たちの声が聞こえ、近くにいた神官や公こう儀ぎ隠おん密みつ、警官が驚き、何事かと注目する。

（何でもないですよー）

　小此木神官長は愛あい想そうよく手を振って、集まった視線を散らした。




「ヨ、夜中デース……！　大きナ声ハ、ヨクないデース……！」

　周囲の反応などまったく気にしていない二人の迫はく力りよくに圧倒されながら、望威は控ひかえめに注意する。




　夜中の大声は遠くまで響ひびいて聞こえるものだが、幸さいわいにもここはまだ結界が解とかれていないので、帝都城下の夜の静けさをぶち壊こわすことはない。起きだして、不ふ審しんに思う住民はいないだろう。




「うるっせーよ！」

　篠原勇輝は望威を怒ど鳴なりつける。

　怒鳴りつける篠原勇輝の声のほうがやかましいが、しょっちゅう鼻血を噴ふいて奇声をあげている者に、大声について意見されたくはないだろう。

「おい、オメーも何とか言え！」

　近くに突っ立って、つまらない注意をする暇ひまがあるなら、わからんちんの蒼司朗を言い負かすのに加勢しろと、篠原勇輝に睨にらまれて、望威は目を白黒させる。

「Ahaアハ？」

「このボケチビ、さっきのあの悪魔を、自分の従兄弟だって言ってんだよ！」

「清ちゃんは悪魔なんかじゃないよ！」

「What？」

　早口で言いあいをされると、外国人留学生である望威には、何を言っているのか聞き取れない。

「ミギャ？」

「キュ？」

「……」

「「（しゅー？）」」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神は、何をそんなに興こう奮ふんしながら言いあっているのだろうかと、不ふ思し議ぎそうな顔で蒼司朗と篠原勇輝、望威を順番に見上げた。周囲が暗くらいので、チビ朱す雀ざくは騒そう々ぞうしいのも気にすることなく、うつらうつらしはじめている。

「おい、留学生！　オメー、さっきのを魔界侯爵だって言ってたよな!?　魔界侯爵って、悪魔だろ!?」

「yeah.ヤー　魔界侯爵レラジエに間違いありまセン。アレは悪魔デス」

「清ちゃんは人間だよ！　悪魔なんかじゃないってば！」

　沈んで元気のない様子だった蒼司朗が、いつもの調子に戻っているのは喜ばしいのだが、どうにも会話が嚙かみあわない。




（おやおや）

　言いあっている蒼司朗たちを眺ながめながら、小此木神官長は首を傾かしげる。

　ピヨ四神はいつものとおりだ（しかもチビ朱雀は気持ちよく眠っている）から、一緒にいる蒼司朗が何かのよくない影響を受けている、ということはないのだろう。

（とりあえず、休ませたほうがいいでしょう）

　柳生真純が飲ませた水で回復はしたが、蒼司朗の体力ゲージはまだ一ひと桁けただ。ここで篠原勇輝とぎゃんぎゃん言いあっていても、仕方ない。

「────新しん庄じよう神官ー！」

　振り向いて、大きく手を振り、小此木神官長は新庄神官を呼ぶ。呼ばれた新庄神官は、こっちに来てくれと示され、状況を見て自分のするべきことをすぐに理解した。




「失礼いたしました、勇輝様。望もち月づき様、どうぞこちらへ」

　蒼司朗を抱える役を篠原勇輝と交代しようと、二人に近寄った新庄神官が恭うやうやしく声をかけた。

（oオhウ～）

　蒼司朗を運びたいと言いだすタイミングを逃のがしてしまった望威は、手をワキワキさせながら立ち尽つくす。

　小さいもの好きの変へん態たい王子で、いかに己おのれの萌もえに忠実であろうとも、信頼篤あつい豪ごう腕わん無む双そうの武ぶ闘とう派は神官である新庄神官が出てきたところに割りこめるほど、豪ごう胆たんではない。




「……ミギュ」

「キュウ」

「「（しゅー）」」

　近づいてきた新庄神官を見て、すーっとピヨ四神は頭を引っこめて（チビ朱雀は少し前から頭を引っこめて眠っている）隠れた。

　新庄神官は大人の男性で、しかも大おお柄がらで、帝都の神官でもっとも厳いかつい。しょっちゅう顔を合わせていて、信頼できる優秀な神官だとわかっていても、赤ちゃんサイズのピヨ四神は、新庄神官がちょっと怖い。

　目の前でピヨ四神に隠れられてしまったが、新庄神官にとっては毎度のことだ。理由がわかっている新庄神官は、気づかなかったふりをする。




「いや、『蒼司朗』は俺が運ぶ。コイツ、ちっせえから、たいした荷物じゃねぇし」

　篠原勇輝が蒼司朗の名前を少し強調したことで、新庄神官は蒼司朗のことを名字ではなく、名前呼びするよう申し送りされていたのを思い出した。

（しまった……！）

　新庄神官がこの類たぐいの失敗をするなんて、まずありえない。失敗に気づいた新庄神官は、表情に出さず反省する。




　蒼司朗の呼び方が違うと、さりげなく指し摘てきした篠原勇輝は、新庄神官の目の動きで一いつ瞬しゆんの動どう揺ようを読み取った。ちゃんと伝わったようなので、次は大丈夫だと思いたい。

（こっちも強きよう烈れつだな）

　優秀な新庄神官でも、この調子とは相当なことだ。




「ちっさい言うな……！」

　面倒くさい荷物と化している蒼司朗の文もん句くを、篠原勇輝は聞き流す。

「こっちはかまわねぇから、新庄神官は別のことやってくれ。いいっスよね、神官長！」




　奥庭のお庭番といっても、帝都神社にとって一番下したっ端ぱの候補生である蒼司朗一人であれば、力持ちの新庄神官はもう一方の腕で別の作業をしながら、蒼司朗を運んだだろう。

　だが蒼司朗には、ピヨ四神がくっついている。不ふ敬けいに当たるので、作業の片手間のように奥庭の四神様を運ばせていただくわけにはいかない。

　頼りになる優秀で力持ちの新庄神官を、最軽量級の蒼司朗が独どく占せんしてしまうのは、どうにももったいないと篠原勇輝が考えるのは当然のことだ。

（ついでだ、ついで……！）

　篠原勇輝はお庭番に就しゆう任にんした蒼司朗を認めないと豪ごう語ごしているので、仲よくしているように見られたくはないが、効率を考こう慮りよして、ここは折れるしかない。




「勇輝くんがそれでいいのなら」

　小此木神官長は、にこっと微笑ほほえむ。

　篠原勇輝は白虎神社を代表する神官として、指し揮きを執とらなければいけない立場だが、白虎の戦士でもあるので、別行動を取ることが多い。

　蒼司朗は帝都神社の神官候補生のため、動けないのなら帝都神社で面倒を見るのが普通だが、奥庭のお庭番でピヨ四神がくっついていることから、若じやつ干かん面倒くさい者でもある。

　任せてくれと篠原勇輝が自分から言うのなら、まったく小此木神官長はかまわない。

「では、新庄神官、鴻こうの池いけ神官のところを手伝ってください」

「はい」

　一礼し、新庄神官は立ち去った。




（wowワオ～）

　今度こそ、蒼司朗を運ぶ役を……！

　言いだそうとして、手をワキワキさせている望威に気づいた蒼司朗は、篠原勇輝に抱えられたまま、にこりと微笑みかける。

「巻きこんで、ゴメン。また明日、な」

　たまたま近くに居合わせたせいで、こんな深夜、望威たち三人を、とんでもないことにつきあわせてしまった。

　蒼司朗が声をかけたので、小此木神官長のほうを向いていた篠原勇輝も望威に振り向く。

　無ぶ愛あい想そうで乱らん暴ぼうな篠原勇輝は、望威にとって怖い先輩だ。篠原勇輝は普通に視線を向けただけだが、目つきが悪いせいで、ガンを飛ばしているようだ。

　篠原勇輝に振り返られた望威は、中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばしていた手を引っこめて、反はん射しや的てきにしゃきっと姿勢を正す。

　もう帰ってくれと蒼司朗が言い、篠原勇輝が睨んでいる。ここで望威が、篠原勇輝に自分が蒼司朗を抱っこして送っていきたいと言ったなら。

（……蹴けられますヨネ）

　蒼司朗と枝打ち斧で両手の塞ふさがっている篠原勇輝に、うっとうしいと蹴られる様が、とてもリアルに想像できた。

　外国人留学生相手だろうが、篠原勇輝は区別なく躊ちゆう躇ちよなく容よう赦しやない。

「……ハイ、また、明日」

　望威はおとなしく引き下がる。




「あぁ、すみません。望威くん、もう少しだけ、君たちから話を聞きたいです」

　蒼司朗と篠原勇輝へお辞じ儀ぎした望威を、小此木神官長が引き止めた。

「A……、yeah」

　望威は小此木神官長へ返事をし、入谷と那智を見る。二人は望威に頷うなずいた。

　望威たちは快かい諾だくしたが、暇いとまを告げた蒼司朗は、図体はデカイが年下の子供を夜遅くまで、こちらの都つ合ごうで振り回すのが、いいことだとは思えなかった。

　困った顔になる蒼司朗を安心させるように、小此木神官長は微笑む。

「大丈夫大丈夫。望威くんたちをお店まで送っていって、少しお話を聞くだけですから。津つ本もと神官ー！」

　望威たちを店まで送り、そこで話を聞くのは津本神官一人だ。

「蒼司朗くんも、帰って休みましょう。明日も学校ですよ」

　小此木神官長はお茶目にウインクし、帰るよう蒼司朗を促うながす。

（帰って、休む……）

　蒼司朗の身体が、ぴくっと小さく震ふるえたことに、ちゃんと篠原勇輝は気づく。




　蒼司朗が帰る帝都学園高等部の寮りようの部屋は、清きよ志し朗ろうとの二人部屋だったところだ。今は清志朗がいた痕こん跡せきはすっかり消え、蒼司朗の荷物しかない。記き憶おくがおかしいままなのだから、蒼司朗が言うところの『元どおり』になっているとは、篠原勇輝には思えない。




「社しや務む所しよに送ってくので、いいっスか？」

「はい？」

　実際に寮の部屋を見ていない小此木神官長は、篠原勇輝の言葉に目を瞬しばたたく。

　清志朗を捜し回り、寮に戻ったときの蒼司朗の、痛いほどの寂さびしさを感じ取ったのは、篠原勇輝だけだ。




「このバカチビ、こんな状態だから」

「バカチビ言うな」

「社務所に泊まったほうが、ちょっとでも長く眠れるんじゃないかな、って思うんスけど」

　土曜日は、早朝から神務実習がある。そのため蒼司朗は金曜日の夜、社務所の部屋に泊まる。明日は土曜日ではないが、登校前に奥庭の作業をする蒼司朗は、社務所から出かけたほうが、何十分か確実に長く眠れる。

「そう、ですね。えぇ、いいですよ」

　小此木神官長は篠原勇輝の提案を快かい諾だくする。




　奥庭の四神様は、帝都城と帝みかど一族を守しゆ護ごする神だ。蒼司朗のことを気に入った奥庭の四神様は、蒼司朗にくっついてあちこちに出かけている。

　理想としては四神様は奥庭にいてほしいが、それができないなら、蒼司朗ごと社務所に泊まってくれたほうが、帝都神社側としては都合がいい。




「おいコラ、何か文句あるか？」

　居い丈たけ高だかな篠原勇輝の言葉に、蒼司朗は緩ゆるく首を振る。

「いや、ないよ……」




　清志朗が待っていないなら、蒼司朗はあの部屋に帰らなくてもいい────。
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　目が覚めたら、すべて悪い夢だった、という展開を期待したのだが、現実はそんなに甘くなかった。




「ジリリリリリリリリ……！」

　目覚まし時計の音で目を開けた蒼そう司し朗ろうは、そのままの格好で天てん井じようを見上げる。

「……社しや務む所しよだ」

　畳たたみの上に布ふ団とんを敷しいて眠る社務所は、寮りようの二段ベッドの上段から見上げるよりも天井が遠い。

（何もかもちゃんと全部元どおりになっていて、今日は清きよちゃんがいる、ってことは、ないだろうなぁ……）

　そうなら嬉うれしいが、期待してはいけないと、蒼司朗は思う。糠ぬか喜よろこびした後のダメージの大きさは、自分でも想像がつく。

　音で迷めい惑わくをかけてしまう者はここにはいないが、鳴り続けている目覚まし時計を止めなくてはいけない。仰あお向むけに寝転がって天井を見上げたまま、蒼司朗は枕まくらのすぐ向こうへと手を動かす。目覚まし時計の上部にあるボタンを叩たたいて────。

「ジリリリリ……ピチュッ☆！」

「えっ!?」

　叩いた瞬しゆん間かんの、ふにっとした柔やわらかい感かん触しよくと、聞こえた鳴き声に、蒼司朗はぎょっとし、飛び起きて振り返る。




　目覚まし時計があると思っていた場所にいたのは、チビ朱す雀ざくだった。




「ごめん！　スー！」

　目覚まし時計だと勘かん違ちがいして叩いてしまった蒼司朗は、急いでチビ朱雀を掌てのひらに乗せて、様子を見る。

「ピ、ピピチュン」

　ちょこんと蒼司朗の掌にお座りしたチビ朱雀は、機き嫌げんよく鳴いて、ぴるぴると手て羽ばと尾羽を動かした。

「あー……、もう、びっくりさせないでくれよぉ……！」

　どこにも怪け我がをしてはいないようだ。撫なで撫なでしてチビ朱雀を可か愛わいがり、ほっと蒼司朗は安あん堵どする。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「「（しゅー）」」

　チビ朱雀を可愛がっている蒼司朗へ、起きていたチビ白びやつ虎こたちが突とつ撃げきした。朝からピヨ四し神じんは元気だ。

「うん、みんな、おはよう」

　チビ朱雀と同じように撫でてと、甘えるピヨ四神を蒼司朗は順番に可愛がる。




「────目覚まし、まだ鳴ってなかったのか」

　社務所に泊まったので奥庭の作業をしてから登校するなら、移動時間短縮で寮よりも十五分ほど長く眠れる。だが蒼司朗が起きたのは、いつもの時間だ。

「スーはオレを起こしてくれたんだな」




　鳴らさなくてもよくなった目覚まし時計を止めて、蒼司朗は気づく。

「って、さっきの音！」

　というか、チビ朱雀が鳴き真ま似ねしたのは。

「祖じ父いちゃんの時計の音じゃん！」

　寮で使っている、祖父の形見である目覚まし時計の音が聞こえて、蒼司朗は目を覚ましたのだ。社務所の部屋で使っている目覚まし時計の音ではない。そして寮の部屋の目覚まし時計は、昨日から止まっていて鳴らない。鳴るはずがない。

　起きたばかりの蒼司朗は、ぼーっとしていたようだ。よくよく考えてみると、何だかいろいろ間違っている。




「……芸げい達たつ者しやになったな、スー」

「ピピチュ」

　しみじみと見つめた蒼司朗を、くりっと首を傾かしげてチビ朱雀は見つめ返した。




　飼かわれている鳥は、周囲の音を覚えて、その鳴き真似をすることがある。かなり上手じようずに音を真似るので、とても紛まぎらわしい。




「気をつけなくちゃ」

　こういうこともあるのだと、蒼司朗はしっかり覚えておく。うっかりと今回のように叩いてしまって、チビ朱雀に怪我でもさせたら大変だ。




（あんまり見た目変わらないけど、これでも皆、大きくなってきてるんだよな）

　奥庭の四神様が成せい獣じゆうなら、神官として力の足りない蒼司朗では、お庭番としての仕事はとても勤つとまらない。別れの日が近づくのは寂さびしいが、ピヨ四神が成長してくれるのは、お世話係としては、喜ばしいことだ。




（あれ？　スーの場合、このサイズだからか？）

　成獣となった朱雀は、ベルの音の鳴き真似なんてしないだろう。

（うーん……☆）

　考えてもわからない。時間の無む駄だなので、蒼司朗は考えることをすっぱり放ほう棄きした。




「よし、支し度たくして、奥庭の作業しに行こう！」

　一度ぎゅっと抱だっこして、顔スリスリしあってから、ピヨ四神を座布団に下ろし、蒼司朗は布団を畳たたんで着替える。

　ハンガーにかかっている制服は、クリーニングをしたものになり、枝えだ打うち斧おのを置いた近くには、眠るときにはなかった学校の鞄かばんがあった。ここから気持ちよく学校に通えるよう、蒼司朗の眠っている間に、鈴すず宮みや神官が部屋に入ったのだろう。

（あれこれ世話をかけちゃってるな）

　学校に置いてきてしまった鞄は、昨日きのうの夕方、寮へ柳生やぎゆう真ま純すみが届けてくれた。今度は別の人かもしれないが、寮からこちらへ、運んでもらったようだ。

「よし！　今日も一日がんばろう！」

「ミギャギャッ」

「キュイキュイ」

「チュピピッ」

「「（しゅー）」」

　着替えを終えた蒼司朗は、ピヨ四神と一緒に気合を入れて、奥庭の作業に出かける。




　これまでと同じ作業をしている朝なのに、清きよ志し朗ろうだけがいない────。




（清ちゃん、ちゃんとご飯食べてるかなぁ。眠れてるかなぁ）

　衣服のほうは十分に事足りているようだったが、その他はどうなのだろう。

　何でもそつなくこなす優等生で、人に迷惑や心配をかけることのない清志朗は、とても繊せん細さいで気を遣つかう少年だ。

　食欲がなく、まったく味を感じていないときでも、美お味いしく食べているように見せるし、横になっていても熟じゆく睡すいできていないことがある。清志朗は辛つらいことがあっても我が慢まんし、隠かくして誰だれにも気づかせないので、蒼司朗はとても心配だ。




「チュピッ」

　奥庭の作業をしながら清志朗のことに気を取られて、少し手元への注意が疎おろそかになっていた蒼司朗は、すぐ近くでチビ朱雀の声が聞こえて、はっとする。

「ミギャ」

　いつの間にか蒼司朗に近寄っていたチビ白虎が、蒼司朗の右足に前まえ肢あしタッチした。チビ白虎の柔らかいタッチに気づいて視線を落とした蒼司朗の足元に、ピヨ四神がいた。

　チビ玄げん武ぶのチビ亀がめの背中の甲こう羅らの上には、真まっ赤かに熟した大おお粒つぶの四し季き成なり苺いちごの実がひとつ載っていて、甲羅から転がり落ちないようチビ蛇へびがそれを支えている。

「「（しゅー）」」

　チビ玄武に合図され、チビ青せい龍りゆうは両前肢で苺の実を抱かかえる。

「キュウキュウ」

「オレに？」
















　重さでちょっとよろよろしながら、チビ青龍が小さな身体からだで大事そうに差しだした四季成苺の実を、蒼司朗はしゃがんで、そっと受け取る。




　蒼司朗による庭作りは、直したり整えたりしなくてはいけない箇か所しよばかりで、まだまだ完成しない。

　十月にお庭番に就しゆう任にんしてから、蒼司朗は奥庭でいろいろと作業をしてきたが、ピヨ四神が一番喜んだのは、花が咲いて実が成った桜おう桃とうの木だった。太陽をいっぱいに浴あびて、つやつやと輝かがやく赤い実が鈴すずなりの様子は、ピヨ四神でなくてもテンションが上がる。

　美味しい実にするためにあれこれ大変だったが、若様や帝みかどからも桜桃の実は好評だったし、蒼司朗も楽しかった。

　大はしゃぎしたピヨ四神が寂しい思いをしないよう、桜桃の収しゆう穫かく期きが終わった後、蒼司朗は奥庭へ四季成苺をいくつか持ちこんだ。苺専用のポットで仕立てられた四季成苺は、手軽に運べて日当たりや雨の調整ができる。

　四季成苺は奥庭の庭作りに直接関係はないものなので、余計な手間といえばそれまでだが、小さな白い花が咲いたり、苺の実が赤く熟していったりするのは、眺ながめているだけでもとても楽しい。

　まだそれほど実が食べられるわけではないが、ピヨ四神はこの苺のポットがお気に入りだ。




　四季成苺は自由に食べていいのに、ピヨ四神はいつも大事に実を眺めていて、苺の世話をしている蒼司朗が、食べごろのものを収穫し、食べさせてくれるのを待っている。

　こうして、ピヨ四神が苺の実を取ってくるのは珍めずらしい。

（オレがお腹なかを空すかせてるとか思ったのかな）

　元気のない蒼司朗を、ピヨ四神は心配してくれたのだろう。

　大きな実となると、小さなピヨ四神には、苺一粒でも重い。苺のポットはどれもここから少し離れたところに置いてあるので、落としたり、傷つけたりしないように運んでくるのは、大変だったに違いない。

「ありがとう。早く終わらせて、朝ご飯にしようね」

「ミギャミギャ」

「キュイ」

「チュチュピ」

「「（しゅー）」」

　一粒の苺を六つに切り分け、ちょびっとずつピヨ四神たちと味わって、くすぐったい気分で、蒼司朗は奥庭の作業をする。




　昨さく夜や、式を飛ばして約束を取りつけていた篠しの原はら勇ゆう輝きは、早朝から小お此この木ぎ神官長の執しつ務む室しつを訪ほう問もんした。

「っはようっざーっす！」

「おはようございます、勇輝くん」

　態度や言葉遣づかいに若じやつ干かんの癖くせはあるが、約束の時間ぴったりに来訪した篠原勇輝を、執務机で書類をチェックしながら、小此木神官長はにこやかに迎え入れる。

「蒼司朗くんはいつもどおり、奥庭の作業をしているようですよ。身体のほうは大丈夫そうですね」

「あのチビには、奥庭の四神様がついてるんだから、心配なんてしてないっスよ……！」

　蒼司朗の話題を、篠原勇輝は愛あい想そうなく受け流す。

「おや？　そうですか？」

　書類を置いた小此木神官長は、くすっと笑った。




　昨夜、動けない蒼司朗を背負って、社務所の部屋まで送り届けたのは、篠原勇輝だ。

　篠原勇輝は乱らん暴ぼうだが面倒見のいいところがあるので、まったく気にしていないはずはないのだが、蒼司朗を奥庭のお庭番には認めない、存在が気に食わないというスタイルは崩くずさない。

　今日篠原勇輝は、蒼司朗の体調を気にして、ここに来たのではない。

　登校前で使える時間が限られているので、さっさと本題に入る。

「小此木神官長、俺、昨日きのうわかりました。小此木神官長も『見ました』よね？」

　まっすぐに視線を向ける篠原勇輝へ、口元だけ、にこりと小此木神官長は微笑ほほえむ。

「はい、見ました。後は『君たち次し第だい』ですね」

　全部、小此木神官長にはわかっている。わかっているが、篠原勇輝たちへ教えるつもりはない。

　それは、四神神社を代表する優秀な神官であり、四神の戦士である彼らへの礼れい儀ぎだ。

「……できるかどうかなんて、自信ないっスけど、がんばります……！」

　大きく身体を折るような勢いで一礼した篠原勇輝へ、小此木神官長は頷うなずく。

「これまでが奇き跡せきのようなものだったのかもしれません。よい結果が出るのを、待ってます」




　奥庭の作業を終えたら、蒼司朗とピヨ四神は社務所の休きゆう憩けい所じよで朝ご飯を食べて、登校だ。




「すぐにお茶をいれますので、先に召めし上がっていてください」

　蒼司朗が社務所に来る時間に合わせ、朝食の準備をしてくれる鈴宮神官は、配達されたばかりの弁当を卓たくに並べ、給湯室へ向かう。

「はい、ありがとうございます」

「ミギャギャー」

「キュウゥ」

「チュピピッ」

「「（しゅー）」」

「飛びだしちゃ、駄だ目めだぞー」

　朝ご飯を見て大だい興こう奮ふんのピヨ四神を宥なだめながら、蒼司朗はいつものように卓へ向かう。

（今日は、ふたつだ……）

　昨日、朝食の弁当は、蒼司朗の分しかなかった。しかし今日は、ふたつある。

（もしかして────）




「おはよう、望もち月づき蒼司朗」

　社務所の土産みやげ物もの売り場から、思いがけない声が聞こえ、ピヨ四神を卓の上へ下ろした蒼司朗は、驚いて振り返る。

「若様！　おはようございます……！」

　窓から射さしこむ光を浴びて、金色の髪かみを輝かせる若様は、朝からキラキラと眩まぶしい。




（え？　何で!?）

　早朝でも参さん詣けい者しやはいるが、社務所の売店や休憩所を利用する者はいない。誰もいないと思いこんでいたので、蒼司朗は土産物売り場に若様がいたことにまったく気づかなかった。

　こんな早朝から、社務所で若様と会って、蒼司朗はびっくりだ。




「奥庭の四神様、おはようございます」

　若様はピヨ四神へ爽さわやかに挨あい拶さつをして、弁当の置かれている席に着いた。

「ミギュン」

「キュイキュイ」

「ピチュチュン」

「「（しゅー）」」

　若様が大好きなピヨ四神は、大はしゃぎして卓を走り、若様へ飛びつく。

　どうやら卓に並べられたもうひとつの弁当は、若様のものらしい。

「ど、どうしたんですか？」

　ここで若様が朝食をとるなんて、初めてのことだ。

　驚いている蒼司朗へ、きゅんきゅんと懐なつくピヨ四神を可愛がりながら、若様は柔らかく微笑む。

「望月蒼司朗の大切な従い兄と弟こが姿を消したのだと、昨日、篠原勇輝から聞いた。残念だが、僕の記き憶おくからも、彼については消えているようだ。望月蒼司朗は毎朝、奥庭の作業を終えてから、ここでその従兄弟と朝食をとっていたそうだな。突然のことで、まだ戸と惑まどうことも多いのではないか？　僕には、その従兄弟の代わりはできないが、一緒に食事をすることはできる。今日は、ここで朝食をとろうと思う。わがままを許してほしい」

　若様は奥庭の作業を終えた蒼司朗よりも少し早く社務所に着き、売店をひやかしながら待っていてくれたようだ。

「そ、んな……、わがままなんかじゃありません……！　ありがとうございます……！」

　蒼司朗は若様の優しい気き遣づかいに、胸むねが詰まる。

「昨日は、失礼しました……！」

　詫わびて、若様に深々と頭を下げる。

　蒼司朗は昨日、清志朗の存在が消失してしまったことが衝しよう撃げき的てきで、若様とは学校で無礼な別れ方をしている。

「あの事情では無理もない。気にしなくていい」

　蒼司朗がどんな少年なのか、若様はよくわかっている。

「僕はいつも、望月蒼司朗に助けられている」

「オレがやってるのは、当たり前のことばかりです……！」




　給湯室から出てきた鈴宮神官は、卓の前にいるのに、まだ着席していない蒼司朗を見て驚く。

「蒼司朗様、ゆっくりしていると遅ち刻こくしますよ」

「はい、すみません！」

　立ち尽つくしていた蒼司朗は、急いで席に着いた。

　卓の端はしに急きゆう須すと湯飲みの載った盆ぼんを置いた鈴宮神官は、蒼司朗と若様へお茶をいれる。

「お茶はまだ少し熱いです。気をつけてお飲みください」

　奥庭の作業を終えた蒼司朗が社務所に来たのは、いつもよりいくらか早かった。蒼司朗の食事時間に合わせて、鈴宮神官は飲みごろのお茶を出してくれるのだが、今日はちょっと冷さましきれなかったようだ。

「ミギャギャッ」

「キュウキュウ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　食べ物を取り分ける蒼司朗を見て、若様に甘えていたピヨ四神は、急いでそちらへ戻った。食くいしん坊ぼうのピヨ四神の後ろ姿を目で追って、若様はくすくすと笑いながら、弁当の蓋ふたを開ける。




（そういえば、今日は小此木神官長がいないな）

　蒼司朗は若様と食事を始めながら思う。

　社務所に蒼司朗が朝食をとりにくるとき、小此木神官長は何とも緩ゆるい暇ひまそうな様子で、丸まる椅い子すに腰こしかけて新聞を読んでいることが多い。

　寝坊するより、早朝から遊び歩いている人なので、今日は何か用事があったのだろうか。




　ガラッと社務所の引き戸が開かれる。

「っはようっざーっす！」

「おはようございます、勇輝様」

　社務所に入ってきた篠原勇輝を見て、鈴宮神官は急いで奥へ行く。




　ピヨ四神のご飯を載せた蓋へ食べ物を追加した蒼司朗は、篠原勇輝に振り向く。

「おはよう、篠原」

「おぅ。おはようございます、奥庭の四神様」

　蒼司朗へはぞんざいに、ピヨ四神へは丁てい寧ねいに篠原勇輝は挨拶をするが、わふわふと食しよく欲よく旺おう盛せいなピヨ四神は、食べるのに忙いそがしい。

　卓に近づいた篠原勇輝は、若様と視線を合わせ、会え釈しやくする。

　若様と朝食をとっていた蒼司朗は、当然のように同じ卓に着き、鈴宮神官から弁当とお茶をもらった篠原勇輝を見て、目を丸くする。

「え？　篠原も、ここでご飯食べるのか？」

「あぁ!?」

　弁当の蓋を取り、食事を始めながら篠原勇輝は蒼司朗を睨にらむ。

「何でテメーが、若様と二人だけで食事すンだよ、コラ！　百年早はえぇぞ、チビ！」

　若様の行くところには、警けい護ごの篠原勇輝が同行する。これはいつものことだ。

　朝食を一緒にとろうと考えて、若様が蒼司朗とピヨ四神の朝食を支度してくれている仕し出だし屋やに弁当を追加したときに、篠原勇輝の分も注文してあったから、この食卓に出されている。

　蒼司朗が知らなかっただけで、最初から三人で食事をすることになっていた。それについては、まったく異論はないが。

「食事に身長、関係ないから！」

「るっせーよ！」




「ほらほら、喧嘩してると、お口がお留る守すになりますよー」

　新聞を持って社務所へ入ってきた小此木神官長は、声が外まで聞こえるほど賑にぎやかな朝食風景を見て苦笑した。
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　朝ご飯を食べた流れで、蒼そう司し朗ろうは若様と篠しの原はら勇ゆう輝きと一緒に、登校することになった。

　帝都城公園の学校施し設せつは、公園北部にあるので、登校する生徒や学校関係者は、主おもに帝都城北門を使う。早朝から奥庭の作業をする蒼司朗は、帝都神社で朝ご飯を食べてからの登校なので、帝都城公園内の移動だ。

　帝都城公園西門に近い帝都神社から、帝都学園に向かうには、帝都大学と白しら百ゆ合り女学院、帝都図書館の横を通らなければならない。これだと必然的に、帝都大学生や白百合女学院の生徒と擦すれ違うことになる。

　一度西門から帝都城公園を出て、北門から入り直せば人の流れに逆らわずに進めるのだが、時間に余裕のない蒼司朗は、向かいから来る大学生や女生徒たちの視線を浴あびながらの登校だ。

　背の低い蒼司朗が、柄えの長い枝えだ打うち斧おのを持って歩いていると、手荷物と本人のアンバランスさで、どうしても目立つ。それが向かいから来るとなれば、注目されるのは当然だ。

　注目されながら、蒼司朗は半年以上、毎朝こうして登校しているので、同じ時間に登校する者たちは、蒼司朗を見慣れてきた。四月にはまた新入生に注目されたが、いつものことなので、数カ月も経たてば誰だれにも気にされなくなっていた。

　しかし。




（うわー、めちゃめちゃ見られてるよ……☆）

　若様を真ん中に、三人で並んで歩きだしてから、蒼司朗は迂う闊かつな自分を猛もう省せいした。

　今日は若様が一緒なので、向かいから来る者たちはとても驚き、注目している。

　だが、誰からも声はかけられない。

（あれ？）

　なぜなんだろうと不ふ思し議ぎに思ってから、蒼司朗は自分と並んで歩いている者に、その理由を見つけた。




「────篠原、すっげー怖いのな？」

「あぁ!?」

　鋭するどい犬けん歯しを覗のぞかせて凄すごんだ篠原勇輝は、若様越しに蒼司朗を睨にらみつける。

　ほんわりと平和な雰ふん囲い気きで歩いている若様と、ちょっとでもちょっかいを掛けてきたらブッ殺すという物ぶつ騒そうな雰囲気の篠原勇輝は、とても対照的だ。

「テメー、この俺に、何か文もん句くでもあんのかよ？」

「文句っていうか、誰も若様に挨あい拶さつできないじゃん？」

　牙きばを剝むいて唸うなっている恐おそろしい番犬が、若様の横にいるのも同じだ。




　金色の髪かみの若様は遠目にも目立つので、注目してしまいがちだが、殺気をこめたガンを飛ばしている篠原勇輝とは、目を合わせたくない。若様に近づくにつれ、遠くから注目していた者たちは、篠原勇輝を恐れてさりげなく目をそらしていた。

　当然、若様へ挨拶をする者は誰もいない。




「いーんだよ、そんなのは別に……！」

「そぉかなぁ？」

　若様を見かけたなら、皆挨拶をしたいだろうと蒼司朗は思う。篠原勇輝は間違いなく、若様への挨拶を邪じや魔ましている。

「ミギュギュ？」

「キュキュッ？」

「ピ？」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗が首を傾かしげるのを真ま似ねて、ピヨ四し神じんも思案するようなポーズを取る。蒼司朗とすっかり同調するようなピヨ四神の仕草が愛らしくて、若様はくすくすと笑う。

「篠原勇輝は暴ぼう漢かんから僕を守ってくれている」

「多少の顔見知りだとしても、気安く寄ってこられちゃ困ンだよ……！　誰が誰とどこでどう繫つながってるかなんて、知れたもんじゃねぇからな。俺が誰からどう見られようと、そんなことはどうでもいいし！」

「あぁ、なるほど」

　蒼司朗は納なつ得とくする。




　たとえば、他の四神の戦士や公こう儀ぎ隠おん密みつである柳生やぎゆう真ま純すみのような者たちならば、どんなに篠原勇輝が睨みをきかせていようと、道を歩いていて擦れ違う際に若様に挨拶をするだろう。篠原勇輝が今にも暴力を振るいそうでも、それで腰こしがひけるようなことはない。

　だが、他の一般の者たちなら、篠原勇輝が睨みをきかせているだけで、若様に注目することすら躊ちゆう躇ちよする。篠原勇輝に睨まれないだけの距離を取って、若様へ近寄ろうとは思わない。




　白びやつ虎この戦士である篠原勇輝でも、多勢に無勢では分が悪い。一言でも若様と言葉を交わしたいと、誰も彼もに親しげに寄ってこられては、万一のときに若様を守れない。あえて自分が嫌きらわれ役になり、人払いをすることで、篠原勇輝は若様の身が安全に保たれるようにしている。




（小さいころからだろうし、けっこう年季入ってるよなー）

　若様の警護を任されるような、由ゆい緒しよ正しい名門神社の息子なのに、乱暴で不良っぽくて怖いのは、すっかり篠原勇輝のスタイルとして定着している。




「何か篠原って、下へ手たに声かけたら、パンとかジュースを買いに行かされそう」

「あぁ!?　買いに行きたいってか？」

　篠原勇輝の言い方は無む駄だに喧けん嘩か腰ごしなので、会話をしているのは蒼司朗でも、少し離れた場所で擦れ違う者たちが、びくっと怯おびえる。




　不良の使い走りは、目をつけられたイジメられっこが、よくやらされることだ。




　奥庭のお庭番だろうが、篠原勇輝はいつでも蒼司朗を使い走らせてやる気まんまんだ。違う意味で不満があり、蒼司朗は口を尖とがらせる。

「買ってきたって、お前、そんなの食べないだろ？　無駄じゃん！」

　何だかんだいっても、篠原勇輝はイイトコのボンボンだ。部屋で茶を飲むというのは、茶室で抹まつ茶ちやを立てて飲むことだし、靴くつやシャツなど身につけているものも、ひとつひとつ専門店で採さい寸すんして作っている。決して庶しよ民みんではない。

　無駄な使い走りだと決めつけられて、篠原勇輝はきょとんとする。

「いや、食うけど？　普通に」

「へ？」

（……あー、そういえば）

　言われて、新にい嘗なめ祭さいのときに篠原勇輝がアメリカンドッグを食べていたことを、蒼司朗は思い出した。イイトコのボンボンには違いないが、篠原勇輝は安価なジャンクフードを買い食いしている姿がとてもよく似合う。それに。

（白虎神社の売店のお菓か子しも、盗ぬすみ食いしてたっけ）

　蒼司朗とピヨ四神も、代金を払うことなく、しっかり何度かお相しよう伴ばんに預かった。叱しかられるたびに篠原勇輝と一緒に逃にげているので、蒼司朗は篠原勇輝の母親から、ドラ息子むすこと同じ悪たれ小こ僧ぞうだと思われている。

「それに買ってきてくれるんなら、俺より、若様へ渡さないと」

「いやいや！　そんな、オレみたいなのの小こ遣づかいで買えるようなものを若様になんて！」

「バァカ！　そういうのがいいんだろうが！　いい店のすげーモンなんて、とっくに若様に献けん上じようされてるに決まってるだろ。それに、俺じゃどうしても、買ってくるものって偏かたよるしな」

「は？」

　蒼司朗はびっくりして、若様を見る。若様は恥はずかしそうに笑った。

「僕は何も買いに行けないから」




　帝てい室しつに生まれた者は、治める民に対して常に公正・公平でなくてはならないので、選えり好ごのみするような真似をしてはいけない。自由に買い物はできないし、食べたいものを言ってもいけない。そして、誰かが渡すものは、断らず受け取らなくてはならない。

　嚙かみ癖ぐせのある凶きよう暴ぼうな番犬並に怖いことに加え、篠原勇輝が他の介かい入にゆうを許さないほど若様にべったりなのは、若様が欲しているものをさりげなく提供し、若様の意に沿そわないものを受け取らせないためだ。




「ミギャ？」

「キュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　美お味いしいものをどこかに買いに行くのかと、ピヨ四神は期待に満ちた目できょろきょろする。

「いや、これから行くのは、買い物じゃなくて学校。いつもと同じだよ」

　今すぐにどうこうという話ではないので、ピヨ四神が勘かん違ちがいしないよう、蒼司朗はしっかりと言い聞かせておく。




　篠原勇輝は話の流れで、つるっと言ってしまったが、頼みごとは蒼司朗の負ふ担たんを増やすことにもなる。

「ま、覚えてたら、適当に頼まぁ。期待なんてしてないけど」

「うん、いいよ」

　流そうとした篠原勇輝へ、人のいい蒼司朗は了承した。

「ありがとう、望もち月づき蒼司朗」

「おい、いい気になんじゃねぇぞ！　チビにできる買い物なんて、たかがしれてんだからな！」

「買い物と身長って、関係ないから！」

　同じことで、飽あきずに何度でも篠原勇輝と蒼司朗は喧嘩をする。これでさっくり話題転てん換かんをしようとした篠原勇輝の考えがわかって、くすっと若様は笑った。




「────ところでよ」

　若様に対して篠原勇輝がこんな言葉遣いはしないので、話し相手は蒼司朗だ。

「何？」

　少し小声になった篠原勇輝を、蒼司朗は神しん妙みような面おも持もちで見つめる。

　視線だけを動かして、篠原勇輝は少し離れた遊歩道へと蒼司朗の注意を促うながす。

「アレ、出てきやがったら、ぶっ飛ばすぞ……！」

「ミギャ？」

「キュ？」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　え？　何があるの、とばかりに、蒼司朗にくっついているピヨ四神は身を乗りだして、篠原勇輝が見ているほうへ注目した。




　樹じゆ木もくと植え込みに身を隠かくすようにして、実際はまったく隠せていない、駝だ鳥ちように乗った不ふ審しん者しやが、約一名。




「……出てこないんじゃあないかなぁ」

　視線を上うわ向むけて、蒼司朗は言う。今日も空は青い。



















　望ぼう威いの目当ては蒼司朗だが、蒼司朗の横には若様がいる。蒼司朗が目当てであろうと、大事な若様に近寄る者を、篠原勇輝は容よう赦しやなく排はい除じよする。

　若様がいてもいなくても、やかましいとか、うっとうしいという理由で、望威は篠原勇輝に痛いことをされている。近づいては危険だと、身体からだで覚えている。




　昨日きのう、元気がなかったり、体力が尽つきてヘロヘロになっていた蒼司朗のことを、望威はとても気にしていた。

「蒼司朗センパイ～！　帝都神社へ迎えニ行ったのニ～……！」

　駝鳥のオラオラに乗って、蒼司朗と一緒に登校しようという計画があっさり潰つぶれ、望威は涙目でハンカチを嚙む。蒼司朗に声をかけたいが、あの怖い上級生の篠原勇輝に加え、若様ともなると、とても出て行けない。

　望威にできるのは、熱い思いをこめて蒼司朗を見守ることだけだ。




「通報されはしないだろうか？」

　今通っているのは帝都学園への通常の通学路ではないので、望威はわざわざこちらへ来たのだ。蒼司朗を心配し、じっと見つめている望威を、若様は心配する。

　望威のあの姿は、立りつ派ぱな不審者だ。通報されて、速すみやかに連行されてもおかしくはない。

「あ、大丈夫です。絶対にそれはないです」

「ミギャ」

　蒼司朗とピヨ四神は、若様へ断言できる。自信たっぷりの蒼司朗の言葉に、篠原勇輝は笑って頷うなずく。

「確かに、ないよな！」




　明らかな不審者であっても、望威はすっかり常連のストーカーだ。帝都城公園の管理局員や公儀隠密には、誰目当てで出しゆつ没ぼつするどこの誰なのかが、はっきりわかっている。そしてターゲットである蒼司朗は、被害届を出さない。

　通報されたところで、望威は『あぁ、また彼だ』と確認されるだけだ。




（昨日、望威は津つ本もと神官に何を話したんだろう）

　気になるのは蒼司朗だけではなく、一緒に見ていた篠原勇輝もだろう。

　朝、社務所に来た小お此この木ぎ神官長は、そのことについて何も触ふれなかった。若様が同席していたから話せなかったのかもしれないが、蒼司朗たちが急いで知らなければならないようなことなら、若様のいる卓から少し離れるよう呼ばれて、教えてもらっていたはずだ。




　帝都学園に近づくと、帝都大学や白百合女学院とは道が分かれるので、帝都学園の生徒ばかりになり、皆と同じ方向へ進むことになる。向かいから歩いてくる者がいなくなるので、視線は主に背後のものだけだ。

　望威に熱い眼まな差ざしを送られながら、予定どおり、蒼司朗たちは予鈴の前に、帝都学園高等部に入ることができた。

　望威が駝鳥に乗って登校するのも、よくあることなので、樹木や植え込みの陰かげから突然現れた駝鳥に乗った王子様を見て、ぎょっとする生徒はいたが、大おお騒さわぎにはならない。




「クエーッ！」




　校門の外だろう、少し離れた場所から、駝鳥の雄お叫たけびが聞こえた。

（あ、オラオラが帰るんだな）

　望威の乗用駝鳥のオラオラは、とても賢かしこいので、一羽で帝都南地区にある店まで帰れる。蒼司朗をストーカーしていた望威も、校門を通ったようだ。

　望威が入学してから、すっかり聞き慣れてしまった駝鳥の声だが、若様はちょっと首を傾げて考える。

「帝都動物園にいる駝鳥は、あれほど元気のいい声で鳴かないように思うのだが」

「若様、アレはあの王子の駝鳥ですから」

　さらっと篠原勇輝は言いきる。

「何かすげー説得力あるな」

「ミギャ」

　一発で納得できた蒼司朗とピヨ四神は、大きく頷いた。




　生徒用玄関の下足ルームの靴くつ箱ばこは、一年生のときに決められた場所のまま、三年間使う。靴箱は、一年生のときの組の出席番号順だ。

「あ、オレ、こっちです」

「僕たちは向こうだ」

「んじゃな」

　一年生では別のクラスだったため、ここで蒼司朗は若様と篠原勇輝と別れた。一年生の望威は、上級生の靴箱の近くにいると注意されるので、このあたりには寄りつけない。




（……はー……！）

　遠目の注目と、近場の見ないふり、そして隠れているつもりの望威の視線に晒さらされ続けるという、何とも奇き妙みような空間の中心地から、蒼司朗はようやく解放された。靴を脱ぬいで、靴箱の前に置かれた簀すの子こに乗って靴を履はき替えながら、蒼司朗は一息つく。

　趣しゆ味みも入っている望威のことはうっちゃっておくとして、若様の気き遣づかいはとてもありがたいが、環境的にどうもいたたまれない。




（────やっぱり、清きよちゃんの靴箱、ないのか）

　今日も、清きよ志し朗ろうはどこにもいないらしい。

「ミゴ？」

　扉とびらが閉まっているので中は見えないのだが、清志朗が使っていたはずの、蒼司朗の上の靴箱から違う匂においがすることに気づいて、ピヨ四神は不思議そうな顔をする。

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

「開けちゃ駄だ目めだよ」

　確かめたそうなピヨ四神を、蒼司朗は宥なだめる。




「おはよう、望月くん！　すごいね！　若様と篠原くんの三人で登校なんて！」

「さすが、お庭番様だね！」

　去年同じ組だった生徒に、興こう奮ふんした様子で話しかけられ、履き替えた靴を靴箱にしまって、蒼司朗は苦笑した。

「おはよう。今日は学校に来る途中で、たまたま一緒になったんだよ」




　若様は蒼司朗と朝ご飯を一緒に食べるために、わざわざ帝都神社まで来てくれたのだが、それを言うと、どうしてそうなったのかまで説明しなくてはならない。

（皆、清ちゃんのことを忘れてる）

　蒼司朗は清志朗のものがすべてなくなっていたことを思い出すだけで、胸むねが痛い。説明を省略するために適当な噓うそをついたが、それが噓であることは、帝都神社の社しや務む所しよにいた者にしかわからない。

　靴を履き替えた二人は、あっさりと蒼司朗の言葉を信じた。

「へぇ、そうなんだ？」

「いいなぁ、若様と一緒なんて」




　友好的ではない篠原勇輝は、一般の生徒には怖いだけだが、帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗へは、自分から声をかける。どんなに篠原勇輝が喧けん嘩か腰ごしで乱暴な態度を取っても、蒼司朗は負けることなく、ちゃんと言い返す。

　ごく当たり前のことなのだが、いかにも不良で乱暴者だという雰囲気の篠原勇輝に圧倒されている生徒たちにとって、体格で劣おとっている蒼司朗の態度は尊敬に値あたいする。




（『お庭番様』、か）

　蒼司朗が帝都城奥庭のお庭番でなければ、篠原勇輝が声をかけることはなかっただろうし、若様が気を遣ってくれることもなかっただろう。




「僕の組、今日の一時間目の音楽の時間、レコード鑑かん賞しようなんだよ。何聞くんだろ」

「レコード鑑賞って、僕いつも眠っちゃいそうになるよ」

「あ、それ、オレも」

　靴箱のところで一緒になった生徒と、蒼司朗は賑にぎやかに話をしながら、廊ろう下かを通り階段を上っていく。




　篠原勇輝と靴を履き替え、廊下に立った若様は、他の生徒と連れ立って教室に向かう蒼司朗の後ろ姿を見て、ほっとする。

　いつもどおりの、元気な蒼司朗だ。

「心配は無用だったか」

「……そうですね」

　同意する篠原勇輝の言葉には、微び妙みような間があった。
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　望ぼう威いたち三人を店まで送っていき、話を聞いてきた津つ本もと神官は、魔ま物もの退治に参加しなかった神官に命めいじて、夜を徹てつして情報を集めさせた。その間、特別閲えつ覧らん許可を持っている津本神官本人も帝都図書館で調べ物をする。

　そうして集まった情報と帝都図書館で調べたことをまとめて、報告書を作成し、小お此この木ぎ神官長へ届けた。

　篠しの原はら勇ゆう輝きが早朝、執しつ務む室しつを訪たずねたときに小此木神官長が目を通していた書類は、津本神官が届けた報告書だ。

　話を終え、蒼そう司し朗ろうのことを気にして一緒に朝食をとった若様と篠原勇輝たちが、登校するのを見送って、小此木神官長はのんびりと社しや務む所しよを出る。緊張感なく散歩しながら執務室へ戻るように見えるが、これで小此木神官長はしっかり考えごとをしている。




　小此木神官長が執務室に戻った、きっかり三十分後に、津本神官が来た。

「十分な裏付けが取れましたので、確定事じ項こうと考えてよいと思われます」

　津本神官は新たに作成した書類のファイルを、小此木神官長の執務机の上へ提出する。

「できれば、考えすぎであってほしかったんですけどね」

　小此木神官長は笑おうとして、少し失敗する。津本神官は、無言で頭を下げた。

　とにかく、事態は予断を許さない。

「帝都大学で蒼司朗くんが受けている五講目の講こう義ぎ、担当教授に連絡して、今日は休講にしてもらってください。実さね親ちかくんと薫かおる子こくんも五講目に授業を入れているかもしれませんが、この二人のことは気にしなくても大丈夫でしょう」




　神官候補生である蒼司朗は、神官の資格を取るために大学の講義を受講しているので、欠席して遅れると資格が取れなくなるおそれがある。

　四し神じんの戦士である蔵くら田た実親と芙ふ蓉よう薫子は、欠席しても出席日数が足りなくなって今年の単位を落としても、また来年受講すればいい。帝都神社の用事をすべて公欠にしてもらえれば助かるが、そううまくいかないこともある。

　修学中の身で四神の戦士のお役目に就ついた者たちは、有事に欠席しても単位を落とすことがないよう、常日頃から気をつけているだろうから、小此木神官長が心配することはない。

「四神の戦士と蒼司朗くんへ、四時に社務所の応接室に集合するよう、連絡を。今回は神社関係者だけで、公こう儀ぎ隠おん密みつはこの会議に出席する必要はありませんので、それを伝えるのを忘れないように」

「はい。わたしは会議の時間まで、もう少し調査を続けます」

　一礼し、退出しようとする津本神官の顔色を見て、小此木神官長は小さく眉まゆを顰ひそめる。

「津本神官、君、昨日きのうからまったく休んでいないでしょう？　一度、しっかり仮眠してください」

「でも……！　それは小此木神官長も、同じではありませんか……！」




　津本神官はサポートや立ち会いはできなかったが、小此木神官長が昨さく夜やの魔物退治の事後処理の指し揮きを、最後まで執とっていたことを知っている。

　魔物の出現によって損そん壊かいした場所の補修状況や、回収したネズミ、そして浄じよう化かを終えた後の花のこと、倒れたり体調不良になったりして病院に搬はん送そうされた神官のことまで、すべて小此木神官長が統とう括かつしている。

　この執務室には、一晩中誰だれかが報告に訪おとずれていて、小此木神官長には眠っている時間なんてなかったはずだ。




「僕は大丈夫。こういうときのために普段からサボって、体力をたっぷり温存してますから」

　お茶目にウインクする小此木神官長は、確かにどの神官よりも元気そうだ。

（普段からサボってって、仰おつしやられても☆）

　体力のサボリ貯だめができるなんて噓うそっぱちだろうが、それが本当らしく聞こえるのが、小此木神官長のコワイところだ。

　ウインクされて（げんなりし）、少し肩かたの力が抜けた津本神官へ、小此木神官長は穏おだやかに微笑ほほえむ。

「おそらく、僕や君たちが焦あせったところで、どうにもなりません。この先、長丁場になるかもしれませんから、体力勝負ですよ。自じ己こ管かん理りも、大切な仕事のひとつです」

「────はい。申し訳ありません」

　休んだほうがいいとわかっていても、気が急せいて、何かをしていなければ落ち着かなくなるのは、誰にでもあることだ。本人以外の目で見て、休むべきだと判断され忠告を受けたときには、おとなしく従ったほうがいい。




　執務室を退出する津本神官の背中に向かって、小此木神官長は言う。

「あ、拝はい殿でんの横を通るとき、佐さ久く間ま神官に声をかけて、僕のところに来るよう伝えてください」

「承しよう知ちしました」




　穢けがれに弱い若様は、人が大勢出入りする場所はあまり得意ではないので、昼休みは入学当初から、三時間目の終わりに篠原勇輝が食堂に注文した料理を届けてもらって、生徒会準備室で昼食をとっている。

　そしてピヨ四神のお世話係である蒼司朗は、この生徒会室に帝都神社から弁当を運んでもらって、ピヨ四神に食べさせながら昼食をとることになっている。




　若様を生徒会準備室に送り、一人でどこかに行っていた篠原勇輝は、購買部に寄っていたようだ。

「篠原が購買でパン買ってくるの、初めて見た」

　蒼司朗に珍めずらしがられ、買い物をしてきた篠原勇輝は、ちょっと肩を竦すくめる。

「何か、朝話してたら、思い出して食いたくなった」

「うわー、マジで使いっぱやらされそう！」

「おう、遠えん慮りよすんな！」

　いつでも扱こき使ってやると、篠原勇輝はふてぶてしく笑う。

　帝都を守る四神の戦士、正義のヒーローのはずなのだが、チンピラっ気たっぷりの篠原勇輝は、どうにも悪役くさい。




　美お味いしい匂においがするので、篠原勇輝の買ってきた食べ物のことを、ピヨ四神は気にする。

「ミギャ」

「キュウキュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　人の食事にちょっかいを出すような、お行ぎよう儀ぎの悪い子になってはいけない。

「お前たちのゴハンは、こっちこっち！」

　生徒会準備室で待たい機きしていた鈴すず宮みや神官から弁当箱を受け取って、蒼司朗はピヨ四神を呼ぶ。

「いらないなら、オレ一人で食べちゃうぞー」

「ミギャギャ」

「キュイッ」

「ピピッ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は慌あわてて蒼司朗のところに戻る。




　購買部でコロッケパンとカフェオレを買ってきた篠原勇輝は、食堂から届けられたキツネうどんと本日のＢランチ（オムライスとスープ、プリン）を、若様のいる長机に運ぶ。




　中等部、高等部とも全ぜん寮りよう制せいの帝都学園では、生徒の健康と栄養バランスを考えて、食事の献こん立だてが決められている。朝食と夕食は寮の食堂で調理され、出されたものを受け取って食べることになっているが、昼食のときだけは、自分の食べたいものを自由に選んで食べられる。

　急に何かが食べたくなることもあるし、身体からだにいいものが、味覚にばっちり合っていてすべて美味しく食べられるわけではない。帝都学園の寮の食事はちゃんと美味しいが、昼食時に何を食べようかと、楽しみにしている生徒も多い。




　メニューを選ばない（身分故ゆえに選べない）若様は、いつも日替わりランチ、そして少し体調のよくないときには、胃いに優しくて温かいキツネうどんが昼食だ。

　食堂の調理師にはそう思われているが、この生徒会準備室で食事をするところは、部屋の外にいる者に見られることがない。だから、こっそり篠原勇輝は、若様が食べたいものを食べられるように融ゆう通ずうをきかせる。

　今日、若様がお昼に食べるのはＢランチで、篠原勇輝がキツネうどんとコロッケパンだ。

　デザート付きのＢランチ一人前に加えて、コロッケパンという昼食は、やや量が多いが、食べ盛ざかりの高校生男子だし、部活終わりの夕飯前に食べる分をキープしておく生徒もいる。購買部でパンを買ってきたとしても、篠原勇輝が異様に思われることはない。




「蒼司朗様、勇輝様、本日四時、帝都神社の社務所、応接室に集合とのことです」

　篠原勇輝が席に着いて落ち着いたので、鈴宮神官は食事前に、小此木神官長からの連絡を伝える。

「今日の帝都大学の授業は休講だそうですから、授業のことは気にしないで、帝都神社にいらしてください」

「そうなんですか。ちょうどよかった」

　小此木神官長が担当教授へ手を回しているとは夢にも思わず、うまいタイミングで休講になったものだと、蒼司朗はほっとした。




　ちら、と横目で見つめた篠原勇輝から、鈴宮神官は目をそらす。

（……計画休講かよ）

　鈴宮神官が目を合わせないことで、篠原勇輝にはわかったが、蒼司朗はまったく疑うことなくラッキーだったと信じているので、言わないでおく。篠原勇輝の様子から、若様も鈴宮神官の言葉に何か裏があることを感じ取ったが、気づかないふりをする。




　蒼司朗はたいてい、大学の授業開始時間ぎりぎりで教室に入る。授業が終われば、急いで次の用事に向かう。同じ授業の受講生と、ゆっくり会話をする時間なんて、ほとんどない。

　休んだときにノートを見せてもらえる友人がいるわけでもなく、授業に遅れると追いつける自信がないので、蒼司朗は大学で受けている授業を、できれば休みたくない。

　帝都大学に通っている公儀隠密候補生は、蒼司朗が授業を受けている様子をこっそり覗のぞいて、小此木神官長へ報告していた。

　小此木神官長が頼みこんだ今回の休講は、真ま面じ目めに授業を受けようとしても、状況によってそれがままならない、蒼司朗への配はい慮りよだ。頻ひん繁ぱんになってくれば対処できないが、担当教授も蒼司朗が努力家であることを知っているので、今回は休講に応じてくれた。

　今日、呼びだしのある時間、芙蓉薫子も授業を取っているが、これまでちゃんと出席しているし、受講時の態度も悪くない。芙蓉薫子にはノートを見せてもらえる友人が何人もいるので、次の授業までに追いつける。

　ミス白しら百ゆ合りの名に恥はじない、成績優秀な白百合女学院の模も範はん生徒だったときと同じく、試験では高得点を取るだろう。少々欠席したところで、単位に影えい響きようすることはない。

　こっそりとフォローが必要なのは、蒼司朗一人なのだ。




「ミギャギャ」

「うん、皆、いい子で待ってて」

　弁当を開けた蒼司朗は、ピヨ四神が食べやすいよう、蓋ふたに料理を取り分ける。

「えーと、昨夜の魔物のこととか」

（清ちゃんのこととか）

「何かわかったんでしょうか？」

　はい、いいよとピヨ四神に食事をさせ、蒼司朗は鈴宮神官を見上げる。旺おう盛せいな食欲を見せるピヨ四神へ微笑んで、鈴宮神官は食事をとる蒼司朗たちにお茶をつぐ。

「そうですね。津本神官が望威さんたちから昨夜お話を聞いてらっしゃいましたし、魔物退治に参加しなかった神官が何人か、夜を徹して情報を集めておられたようですから」

　お茶の湯飲みを配くばられた蒼司朗は、食事をしながら視線を落とす。

「……じゃあ、オレが眠ってた間、他の神官はいろいろ働いてたんだ」

　蒼司朗は魔物退治の現場の片づけを行えなかったし、社務所の控ひかえ室しつで休んでいたのに、神官の行動にまったく気づかなかった。

　ぐーすか眠っている蒼司朗のすぐ近くで、徹てつ夜や作業をしている神官がいたのだ。これはどうにも申し訳ない。

「は！　体力使い果はたして、歩けもしなかったチビが、何ほざいてんだか！」

　反省モードの蒼司朗を、篠原勇輝はせせら笑う。

　昨夜の蒼司朗は篠原勇輝の言うとおり、自分のことすらままならなかった。邪じや魔まにならないところで休むのが、誰にとっても最良だっただろう。

「う、うるさいな……！　体力と身長は関係ないし！」

「小さいほうが軽くて運びやすいです」

　フォローしたつもりで、おっとりと鈴宮神官が言い放った一言に、ぴきっと蒼司朗は固まる。篠原勇輝と若様も、食事をしていた手を、ぴたっと止めた。

　確かに、小柄な蒼司朗の場合、運うん搬ぱんする者への負ふ担たんが少なくてすむのだが。



















　わふわふと変わらず、ピヨ四神だけが食事を続ける室内で、鈴宮神官は目を瞬しばたたく。

（あれ？）

　蒼司朗たちの、この反応は。

　まったく悪気なく、鈴宮神官はときどき地じ雷らいを踏ふむ。体格にコンプレックスのある蒼司朗に対して、自分がやらかしたと鈴宮神官は気づいたが、もう遅い。




「篠原ー！　背ぇ伸ばす方法教えろーっ！」

「そんなの知るかっ！　成長期を待てっ！」

　泣きの入る蒼司朗に怒ど鳴なり返しながら、面倒くさいなと篠原勇輝は思う。気のせいではなく、どうも、自分に振られる会話の数が多い。

（あぁ、そうか……）

　もう一人。

　この場に、一人、いるべき者が足りない────。




　授業が終わっても、帝都神社へ集合する四時までには、まだ時間がある。

（代わりの目覚まし時計を用意して、止まってるやつを修理に出そう）

　蒼司朗はひとまず望もち月づき造ぞう園えんに帰り、自分の部屋で使っている目覚まし時計を持って、寮へ戻ることにする。

　修理が終わるまで、どれぐらいかかるかはわからないが、住み込みの庭師もいる望月邸ていなら、物置を探せばひとつぐらい、使っていない目覚まし時計があるだろう。

　望月邸で目覚まし時計を使うことはほとんどない。使わなければいけないなら、そのときに考えればいい。

（家に帰って、寮に戻って、時計屋さんに行って。それから、帝都神社）

　行くところが多いので、のんびりしていると、時間ギリギリになるかもしれない。

（急がなくちゃ）

　ＳＨＲシヨートホームルームが終わるやいなや、蒼司朗は枝えだ打うち斧おのと鞄かばんを摑つかんで席を立った。

　ばたばたと蒼司朗が下校するのは、いつものことだ。




　朝から授業が終わるまで、若様は蒼司朗のことを気にかけていた。蒼司朗は活発に行動しているし、ピヨ四神も不ふ穏おんな様子はないのだが。

「……確かに、一人足りない」

　一番に教室を出て行く蒼司朗の後ろ姿を、若様と見送って、篠原勇輝は同意する。

「アイツだけじゃ、お庭番をやってけないですよね」

　お役目は果たせても、その他の部分に支し障しようが出る。




　様々なことを成し遂とげてきたが、蒼司朗はけっして器用な質たちではないし、天才でもない。真しん摯しに努力を積みあげて、それらしい形にしてきただけだ。ひとつのことに夢中になると、その他のことが疎おろそかになる。周りが見えない。




　今日の二時間目が終わって、次の時間は教室移動だというのに、蒼司朗はいつまでもノートに書きこみをしていて、席を立たなかった。ものすごく集中していたので、同級生は遠えん慮りよして、蒼司朗へ声をかけられなかった。

　いつまでそこに座っている気だと、篠原勇輝が怒らなければ、蒼司朗は三時間目のチャイムが鳴るまでそのままだったに違いない。三時間目に遅ち刻こくしなかったのは、若様が蒼司朗の行動に注意を払っていたからだ。

　帝都の名めい誉よ職しよくに就ついている蒼司朗は、同級生から大切に思われている。集中していると終わるまでやめない、遅刻するとわかっていたなら、同級生はちゃんと声をかけて、蒼司朗へ教室の移動を促うながしただろう。

　誰かが声をかける、誰かが蒼司朗と一緒に教室を移動する、そう思いこんでいたから、蒼司朗をそのままにしたのだ。




　時間が不ふ規き則そくになる者は、同室の者に迷めい惑わくをかけなくてすむので、寮では一人部屋のほうが楽だ。蒼司朗は早朝に出かけて、深夜に寮へ戻ることが多いので、誰とも顔を合わさず、寮を出入りすることになる。

　誰とも会話をしないから、何の確認もできない。宿題をし忘れたり、時間割を合わせ間違えたりしてもおかしくないし、忘れものをするかもしれない。突発的に寮の食事が不要になったとき、ちゃんと連絡できるだろうか。




（昨日、アイツが忘れてった鞄だって）

　思い出して、篠原勇輝は小さく舌した打うちをする。




　柳生やぎゆう真ま純すみに寮まで届けてもらった鞄は、魔物退治で蒼司朗がへばってしまったので、翌よく日じつの時間割を確認して、社務所の控え室へ運んでもらうことになり、変な手間がかかった。




　これまで、そんなことは一度もなかったのに。
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　指定された四時に、帝都神社の応接室に集合したのは、四し神じんの戦士と蒼そう司し朗ろう、そして小お此この木ぎ神官長と津つ本もと神官、新しん庄じよう神官、相あい沢ざわ神官だった。




　報告書や資料のファイルを持っているのは、津本神官と相沢神官だ。

「どうぞ」

　手が空いていたのでお茶の支し度たくをしてくれた新庄神官を敬遠し、さっとピヨ四神は蒼司朗にくっついて身を隠かくす。

　けっこう露ろ骨こつにピヨ四神から避さけられているが、大人おとなな新庄神官は気にしない様子で、皆の前にお茶を配くばった。そうして新庄神官は、警けい護ごをするように部屋の壁かべ際ぎわに立つ。

　いつもはたいてい、鈴すず宮みや神官がお茶汲くみなどの雑用をしてくれる。

（今日は鈴宮神官、いないんだ？）

　昼休み、学校に来てくれた鈴宮神官は、いつもどおりだったと蒼司朗は思う。

（何か別の用事かな）

　帝都神社で一番若い新人神官だが、鈴宮神官はとても優秀だ。別の用事を任されることもあるだろう。




「まず、昨日きのうのことから話しましょう。津本神官、お願いします」

　小此木神官長から指名され、書類が挟はさまっている分厚いファイルを持った津本神官は頷うなずく。

「昨日の魔ま物もの退治の件ですが、四神の戦士の方々と奥庭の四神様、蒼司朗様、大変お疲れさまでした。蟲むしと融ゆう合ごうしただろうモスマンは、すべて浄じよう化かされ、花に変化したものを無事回収しております」

　蒼司朗がピヨ四神と四神変化して蟲を浄化した際にできる花は、帝みかど一族と蒼司朗専用の『帝都のよく効く薬』へと加工される。

「魔物退治の際、モスマンに捕ほ食しよくされようとして自ら出てきたネズミ、負ふ傷しようしていたこのネズミにつきましては、血の痕あとを辿たどり、できるかぎり捕ほ獲かくしました。すべてのネズミが蟲を食べていて、穢けがれていたことを確認しています」




　蟲が触ふれたり、蟲のついているものを食べてしまったりしても、蟲の穢れは生命力のもたらす自浄作用によって消しよう滅めつする。だが、身体からだに取りこむ穢れの量が多くなると、穢れは消滅せずに残留し、生き物へ蓄ちく積せきされていく。

　穢れた小さな生き物は、穢れを好む蟲を引き寄せて食らわれる。蟲は蟲を食らいながら個体数を減らし、次第に大きくなっていくので、最終的に巨大な蟲となる。

　帝都の浄化のために行われる『蟲むし呼よびの夜』は、この蟲の巨大化を、結けつ界かいを縮めていくことによって強制的に行うものだ。




「血を流して移動の痕こん跡せきを残しながら、のこのこ外に出てくるネズミなんて、僕、初めて見ました」

　優秀な神官だが最年少の安あん藤どう奏かなでは、他の神官よりもキャリアが浅い。

「僕たちも初めてですよ。記き録ろくにもありませんでした」

　見たことがないのは、安藤奏だけではない。小此木神官長は思案するように天てん井じようを見上げた。

「あのネズミの行動は、自分を食べてくれと言わんばかりでしたよね、相沢神官」

　話を小此木神官長から振られて、相沢神官が口を開く。

「ネズミを調べてもらった、帝都大学の生物学研究室の報告によると、採さい取しゆしたネズミの血液から、おかしな物質は発見されませんでした」

　モスマンを誘おびき寄せやすい何かが、血液に含まれていたのではないらしい。

「ただ、危険に対して反応が鈍にぶく、身を隠さない、移動速度が遅いなど、行動にはいくつか奇き妙みようなところがあります。小型の宿やど主ぬしから、もっと大型の宿主に乗り換えるために食べさせようとする、寄生虫でもいるような行動だと、竹たけノの塚づか教授は仰おつしやってました。そういう寄生虫は、脳のうに寄生することが多いので、解かい剖ぼうして調べたそうですが、それらしいものはいなかったようです」

　挙きよ手しゆして、蔵くら田た実さね親ちかは相沢神官へ質問する。

「ネズミが負っていた傷については？　望ぼう威いクンたち、砂の国の者たちは、『魔ま界かい侯こう爵しやくの矢によってつけられた傷は治りにくい』と言っていたようですが」

　個体によって場所は違うが、ネズミの傷の深さは似たようなものだった。どうして同じような深さの傷がついたのだろうか。

「魔界侯爵がつけた傷、と仮定しますか？」

　冗じよう談だんめかして小此木神官長は微笑ほほえむが、偶ぐう然ぜんあんな状態になるとは思えない。誰だれかが故こ意いに同じような傷をつけたのだと考えたほうが、納得できる。

　相沢神官は険けわしい表情で、ファイルの書類を見つめる。

「神官五人がかりでも浄化できない、酷ひどい穢れをまとった傷であることは確かです」




　蟲の大きさと穢れの量は比例する。小さなネズミが捕食できるサイズの蟲が、そんな恐おそろしい穢れを溜ためこんでいるとは思えない。

　明らかに何かおかしい。




「ネズミの負った傷そのものは、ごく浅い創そう傷しようでした。血液中の血小板の数に異常はないのですが、この傷口付近では血けつ栓せんができません。同じネズミの別の部位に、同程度の傷をつけて比くらべたところ、新しくつけた傷は瘡かさ蓋ぶたで塞ふさがったそうです。実験用のマウスに傷をつけて、捕獲したネズミの傷と触ふれあわせたところ、このマウスの傷も塞がらなくなりました。どうしてこのような現象が起きるのか、まったく不可解だとか」

「危き惧ぐしていたとおりになりましたね……」

　小此木神官長は溜め息をつく。




　接触することにより、穢れが感う染つった────。




　調査に携たずさわる者の身に危険が及ぶことを恐れ、小此木神官長はネズミの負ったこの傷には絶対に触れないよう、注意して調査をしてくれと厳げん命めいしていた。放ほう射しや性せい物質を取り扱あつかうときのように、マニュピレーターを駆く使ししての調査は大変だっただろうが、悪い影えい響きようを受けてからでは遅いのだ。




「これまで蟲を食べたネズミが、どういう行動を取っていたのか、我々は知りません。下水とかにいるネズミって、飼かわれてるものじゃないですし、普段見えない奥のほうの、人間が入れないような場所に巣すを作って住み着いているものですからね」

　小此木神官長の言葉を聞いて、蔵田実親は考える。

「蟲を食べたせいで動きが鈍くなる、そういうネズミは、これまでもいたかもしれない？」




　蟲の穢れによって、人間は思考が狂きよう暴ぼう化かしたり、暴ぼう力りよく的てきになったりする。だが、生き物の大きさによっては、必ずしもそうではないかもしれない。




「傷を負ったネズミが外に出てきたので、わかっちゃったのかもしれませんねぇ」

　これは小此木神官長の仮説にすぎないが、現実に調査するのはおそらく無理だろう。

「ネズミの傷は『治ち療りようできない』ということなのかしら？」

　ファイルの書類を確認し、相沢神官は芙ふ蓉よう薫かおる子この質問に答える。

「何匹か、縫ほう合ごう手術をして、経過を観察していただきましたが、傷はくっつかないそうです。ただ────」




「あの傷は、治せます」




　断言した小此木神官長を、資料のファイルを持つ相沢神官以外の者が注目する。

　小此木神官長は、にこりと微笑んだ。

「蒼司朗くんの『帝都のよく効く薬』。アレの原液を使うんです」




　蟲から作った、組そ織しきの修復にとても効果のある薬。『蒼司朗用』の薬は、奥庭の四神様と四神変化して天の戦士の力で浄化した蟲を使って作る。原液は、回収した花を加工したものだ。

　一般的な『帝都のよく効く薬』は、蟲の穢れの毒どく素そを薄めて精製されるが、蒼司朗が浄化した『花』に、毒素はない。




「あの薬には、癒いやしだけでなく、浄化の力もたっぷり含まれています。あれだけ酷い穢れを浄化するには、原液でもかなりの量が必要だったようですが。ひょっとして、効果があるかも？　と思って、試ためしてもらって正解でした」

　満足そうに小此木神官長は頷くが、蒼司朗には今ひとつよくわからない。

「え、っと、いうことは……」

「基本、蒼司朗くんは天の戦士の力で、蟲だけでなく、魔物も悪あく魔まも浄化できるでしょう。悲しいかな、器うつわがお役目にまったく追いついていないので、十分な力を発はつ揮きできないのが、惜おしまれますねぇ」

「────すみません……！」

　小此木神官長は気楽に笑い飛ばしたが、蒼司朗は己おのれを恥はじて小さくなる。

　だが、これまで神職と無む縁えんだった少年が、奥庭の四神様のお眼鏡めがねにかなったから、という理由だけで、十分な修行を積んだ大人の神官でもできなかったことをやっているのだ。

　何も知らない無む謀ぼうさ故ゆえかもしれないが、実際、蒼司朗はとてもよくやっていると、皆思っている。感謝をしても、不満を抱いだくことはない。




「ミギャ」

「キュウキュウ」

「チュチュピ」

「「（しゅー）」」

　小さくなって顔を伏せた蒼司朗に、元気を出してほしいと、心配そうにピヨ四神が触れて励はげます。




「そして、ここからが今日の本題です」

　小此木神官長から視線で促うながされ、津本神官は話しはじめる。

「この春から、帝都にはこれまでにない不ふ穏おんな事件が頻ひん発ぱつしていました。まずは、砂の国の留学生が来てからの事件」

「あれは、望威がこの帝都にあるらしい『不ふ思し議ぎの色石』を探して起こしたものです！　『不思議の色石』を手に入れるために、アイツは海を渡って、遠い帝都に来たんです。いろいろ騒そう々ぞうしいし迷めい惑わくしてるけど、悪い奴やつじゃありません！」

　ピヨ四神の力で、望威の過去を夢として追体験したことのある蒼司朗は、強く主張する。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「ピピチュピピ！」

「「（しゅー！）」」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神も、後押しするように強く鳴いた。




　真剣な場面なのだろうが、何とも和なごみ系でリリカルであることを、ピヨ四神をくっつけた蒼司朗だけがわかっていない。




（い、いかん、笑っては……！）

　警護のため、強こわ面もてで壁際に控ひかえていた新庄神官は、腹ふつ筋きんに力を入れ、表情が緩ゆるまないよう、必死で耐たえる。

　芙蓉薫子は上品にハンカチで口元を押さえて、そっと目を伏せ、蔵田実親たちは蒼司朗から顔を背そむける。

（嫌いやだ、もう、可か愛わいいっ）

（蒼司朗クン、君は僕の表情筋を破は壊かいする気かいっ……）

（ぐぬぅぅぅっ！）

（こ、ここは緊張感をっっ）

　蒼司朗から見えない位置で、自分の身体を捻ひねりあげたり、筋きん肉にくに力を入れたり、大変である。

　そして津本神官と相沢神官も、息を止めて耐える。

（どうして奥庭の四神様は、いつまでもそんなお姿のまま……っ）

（犯罪でしょ、それっ……！）




「あはは！　わかってますよ、そんなこと！　だって望威くんは何度も、大切にしている『不思議の色石』を使って、蒼司朗くんと帝都を助けてくれてるじゃないですか！」

　不ふ謹きん慎しんは日常茶さ飯はん事じなので、面と向かって笑い飛ばせる小此木神官長を、苦く悶もんしている者たちは心底羨うらやんだ。

「彼らは知識も豊富ですしね」

　さぁ続きをと小此木神官長に再度促され、軽く咳せき払ばらいをして津本神官は言う。

「昨夜の那な智ちくんの悪魔祓ばらいの呪じゆ文もんには、本当に助けられました。宝石を交こう易えきしている砂の国には、いろいろな取引相手や盗とう賊ぞくが来るので、悪魔祓いの訓くん練れんをした者も必要なのだそうです。悪魔祓いは特別なことで、砂の国の皆ができるわけではないそうですし、あの場に居合わせてくれたのは、幸運でした」

「那智くんが唱となえていた呪文、ラテン語でしょう？　とても綺き麗れいな発音だったわ。本当に博はく識しきね」

「ラテン語だったってわかるル子姉もすごいよ。那智くんはまだ小さいのに、天才ですね」

　エリート意識の強い安藤奏が、他人を褒ほめることは滅めつ多たにない。

（確かに、那智くんは天才で、すごい人なんだけど）

　見かけどおりの年ねん齢れいではないことを、ピヨ四神に見せてもらった夢で、蒼司朗は知っている。




「蒼司朗くんが帝都に来てお庭番になったのも、望威くんが『不思議の色石』を探して帝都に来たのも、もしかすると予定調和のひとつかもしれません」

　小此木神官長の言葉は、静かに蒼司朗たちの胸むねに響ひびいた。

　津本神官は四神の戦士一人一人の顔を、順番に見つめる。

「先月、ある人が帝都に来ました。ちょっと不思議な人です」

（ある人って、誰だろう？）

　蒼司朗にとってのハイムエンデは、不幸な生おい立ちの多重人格障しよう害がいの人だ。ちょっと不思議な人ではない。

　蒼司朗はきょとんとして話を聞いているが、他の者たちは『存在を感知できなくなる』という、ハイムエンデの不思議に遭そう遇ぐうして、振り回されてきた。

「その人が何か、恐おそろしいことを仕掛けてきたわけではありませんが」

（誰だか聞かないほうがよさそうだな）

　ぼかして語られているので、そういうことなのだろうと蒼司朗は判断する。

　やましいところがないのなら、存在を隠さなければならないことはない。どこで何をしていると、見せればいい。隠しているのだから、ハイムエンデがまったく何もしていないはずはないと思うのだが、何かをしたところを見つけられない。

「そのときから、我々は蟲ではないモノとも戦わなければならなくなりました」

　幻げん獣じゆう。魔物。そして悪魔。

「それらと戦いながら、痛感してきたはずです。────力不足であることを」

　いろいろ不足してばかりの蒼司朗は耳が痛いだけだが、津本神官に面と向かって言われた四神の戦士は、ぎくりと身を震ふるわせる。これまで、はっきりと言葉にするのを避けてきたが、もう事態は予断を許さない。

　小此木神官長は言う。

「昨夜、悪魔を追い祓ったのは那智くんであり、我々とは別の宗教です」




　四神神社の力では、帝都を悪魔の脅きよう威いから守ることが、できない────！




「帝みかどは様々な者たちから命を狙ねらわれています。帝の命が奪われれば、現在の帝てい政せいは終わるでしょう。都を治める者の心の拠より所とする神が、別の神になってしまったならば、帝都の神はそれに取って代わられます。同様に、帝都の守護神が帝都を守れず、帝の守護神が帝を守れなければ、守護神ではなくなります。これらによって、武装勢力と帝都軍が交戦し、帝都が戦場となったり、帝都一帯が焼け野原となったりする可能性もあるでしょう」

　自分たちは要かなめにいるのだと、小此木神官長は語る。

　津本神官は深く息を吐はいた。

「実際、都を治める者が代わるというのは、こういうことなのでしょう。この帝都は、とても長く続いてきたと思います。突然、しかも何だか矢や継つぎ早ばやの攻こう防ぼうで、驚くばかりですが、きっとこれまでが平へい穏おんすぎたのです」

　これが何年かに一度、というスパンで来たのなら、幻獣の襲しゆう来らいも自然災さい害がいであるかのように見えたかもしれない。

「望威くんたちから聞いたところによると、天候に異常はなく、深刻な病気も流は行やってはいない状態なので、帝都は悪魔が自由に姿を現せる場所ではないようです。だから、誰かが悪魔を召しよう喚かんして、その力を使っている。その誰かが帝都を狙っている者なのでしょうが、悪魔を撃げき退たいできれば諦あきらめるはずです」

「そう言いきれる根こん拠きよは何スか？」

　眼がん光こう鋭するどく尋たずねた篠しの原はら勇ゆう輝きをまっすぐに見つめ返し、津本神官は答える。

「悪魔を召喚するには、それに見合う代だい償しようを必要とするからです」

　呼びだした悪魔が『魔界侯爵レラジエ』ほどのモノであれば、それを退しりぞけられてしまった者が、ただですむはずがない。悪魔を使し役えきして富と栄光を得ようとする行為は、死と破は滅めつの前に身を投げだすのと同じだ。




　頻ひん繁ぱんに危機に晒さらされていた砂の国の王子である望威には、帝都の守護神の力がどれほどのものであるのか、見えていた。今のままでは対処できないと考えたから、四神の戦士へ『不ふ思し議ぎの色石』を渡したのだ。




「蔵田先輩、ル子先輩、無茶ブリってわかってますけど、四神の戦士のお役目に就ついたときみたいに、先にどうにかしてください……！」

　篠原勇輝は腿ももの上に手を置き、二人に向かって頭を下げた。




　四神の戦士へは、まず玄げん武ぶと朱す雀ざく、蔵田実親と芙蓉薫子の二人が、その三年後に白虎と青龍の篠原勇輝と安藤奏が代替わりしている。最年少の就しゆう任にん記き録ろくを出したのは安藤奏だが、就任したのは年長者の蔵田実親たちのほうが早い。

　先に年上の二人が帝都を守れるようになってくれたほうが、お互いに体てい裁さいがいい。




　そしてこんなふうに二人に頭を下げなくてはならないのは、篠原勇輝が既すでに何かを摑つかんでいるからだ。

　ちらりと蔵田実親と芙蓉薫子は目配せしあう。




「なめてもらっては困るよ、勇輝クン」

「私を誰だと思っているの？」

　まったく勝算はないが、ここは見み栄えの張りどころだ。絶対に弱気は見せられない。



















（格かつ好こういいじゃないですか）

　二人の頼もしい様子に、くすっと小此木神官長は笑った。
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「えーっと、あの、すみません……」

　遠えん慮りよがちに小さく、蒼そう司し朗ろうは挙きよ手しゆした。

「ミギャ」

「キュ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　注目してね、とピヨ四し神じんは愛あい想そうを振りまく。

「はい、何ですか？　蒼司朗くん」

　学校の先生のように、小お此この木ぎ神官長は応じる。もちろん、奥庭の四神様にもだ。

　あどけない様子で、きょろんと顔を出しているピヨ四神をあちこちにくっつけながら、蒼司朗は無む垢くな瞳ひとみで言った。

「さっきから小此木神官長と津つ本もと神官が、悪あく魔まとか魔ま界かい侯こう爵しやくって言ってるの、清きよちゃんのことですよね？　清ちゃんはオレの従い兄と弟こで、ちゃんと人間で、悪魔なんかじゃないですから」

　真顔で断言されて、応接室にいた者たちはそれを理解できず、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとした。




「現実から目ェ逸そらすンじゃねぇよ！　このバカチビ！」

　昨さく夜やの不毛な言いあいは、まだ記き憶おくに新しく、真っ先に我われに返った篠しの原はら勇ゆう輝きが、安あん藤どう奏かなでの向こうから蒼司朗を怒ど鳴なりつけた。

「アレは悪魔だ！」

　頭の上から怒鳴りつけるように腰こしを浮かせる篠原勇輝に対たい抗こうし、蒼司朗もソファから腰を上げる。

「清ちゃんだよ！」

「僕を挟はさんで両側から大声出さないでくださいっ！」

　両手で耳を塞ふさいで、安藤奏は悲鳴をあげた。確かに、至し近きん距離で怒鳴りあわれては堪たまらない。

　向かいのソファから手を伸ばし、小此木神官長は蒼司朗と篠原勇輝を宥なだめる。

「はい、二人とも、落ち着きましょうねー。奥庭の四神様も、驚いてますよー」

　小此木神官長は、そう言うが。




「ミゴゴゴゴコ！」

「キュイッ」

「チュチュピッ」

「「（しゃー）」」

　篠原勇輝を睨にらんでいる蒼司朗へ加勢して、元気いっぱいにピヨ四神は威い嚇かくモードだ。

　ピヨ四神の機き嫌げんを損そこねたくはないが、自分は間違っていないと思うので、篠原勇輝は退ひけない。




（驚いて、ないよね）

（怒ってるお姿も愛らしいわ）

　見み飽あきないので、ずっと見ていたいけれど、どうしようと、蔵くら田た実さね親ちかと芙ふ蓉よう薫かおる子こは視線を泳がせる。

　愛あい玩がん系けいのピヨ四神は、何をしていても可か愛わいい。




　仲ちゆう裁さいしようとする小此木神官長の言葉で、蒼司朗ははっとする。

（いけない、コイツらを怒らせちゃ……！）

　蒼司朗が育てたいのは、優しくて穏おだやかな神様だ。好戦的なのは、よろしくない。




　ムキキっと、怒おこ状態のピヨ四神を、蒼司朗はそっと慰い撫ぶする。

「オレ、篠原と喧けん嘩かしてるわけじゃないからね？」

　ピヨ四神を撫なで撫なでして落ち着かせ、先に座り直した蒼司朗を見て、ふんと鼻を鳴らしてから篠原勇輝は乱らん暴ぼうにソファに座り、苛いら々いらしくお茶を飲んだ。座面が揺ゆれて、横に座っている安藤奏は迷めい惑わくそうな顔で、お茶を飲み干ほす篠原勇輝をチラ見する。

「すみません、お茶のお代わりください！」

「は、はい……！」

　慣れない給きゆう仕じ係がかりの新しん庄じよう神官は、一いつ拍ぱく間を置いてから自分に言われたのだと気づき、わたわたと篠原勇輝の湯飲みにお茶を注そそいだ。




「ミギュン」

「キュイィ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

「ん？　お前たちも水が欲しいの？　ちょっと待って」

　甘ったれるピヨ四神のため、ポケットから小さな竹たけ筒づつ水すい筒とうを出した蒼司朗は、膝ひざの上に置いた竹の小皿へ水を注いだ。蒼司朗の膝に下りたピヨ四神は、水が小皿にいっぱいになるのを行ぎよう儀ぎよく待って、皆で仲よく水を飲む。




　ピヨ四神のお水休きゆう憩けいで、場の空気が、またほっこりと和なごんだ。




　魔界侯爵は悪魔らしい禍まが々まがしい気を放っていたので、篠原勇輝の言うとおり悪魔だと思うのだが、四神様を連れた帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗を否ひ定ていしたいわけでもない。

　津本神官は複雑な表情で、懸けん命めいに考える。

「え、と、それは、あの、昨夜現れた魔界侯爵が、蒼司朗様の従兄弟の方と、よく似ておられた、ということでしょうか？」

「あぁ！　同じ顔をしてたんですね！」

　相あい沢ざわ神官は、それならわかると同意した。

「それって、蒼司朗くんの従兄弟を連れ去って存在を消して、その顔を悪魔が真ま似ねて現れたのかしら？」

　芙蓉薫子は相沢神官の考えをもとに悪魔の策さく略りやくを推すい理りし、蔵田実親は腕うで組ぐみをして思案する。

「なかなか卑ひ劣れつな方法だね。蒼司朗クンを動どう揺ようさせ、戦意を奪う……」




　蒼司朗の従兄弟の顔を奪った悪魔は、その際に彼をこの世界から消しよう滅めつさせた、という発想もできたが、これは蒼司朗にとってあまりにも悲しいことなので、暗あん黙もくのうちに発言を封ふうじられた。




「は！　戦意を奪うも何も、このチビ、あの時点でもうヘロヘロだったっスよ！」

「チビって言うな！」

「チビはチビだろうが！」

「うるさいですってば！」

　両側から迫せまられた安藤奏は、篠原勇輝と蒼司朗を押し戻す。そうして、むっと眉まゆを顰ひそめた。

「……魔界侯爵って、どんな顔でしたっけ？」




　安藤奏に尋たずねられ、篠原勇輝や津本神官たちの思考が停てい止しする。

（あれ？）

　若い男性らしい背せ格かつ好こうや、緑色の装しよう束ぞく、弓矢のことははっきりと覚えているのに、顔だけが思い出せない。顔がなかったわけではない。見たはずなのに、覚えていない。




　ありえない消去は、蒼司朗の従兄弟が消失したという状況と、まったく同じだ。何度聞いても名前は覚えられないし、書き留めることもできない。そこだけ、ぽっかり記憶に穴があく。




　くすっと小此木神官長は笑った。小此木神官長は安藤奏に指摘される前から、魔界侯爵の顔が思い出せないことに気づいていたらしい。




「魔界侯爵について、少し整理しましょう」

　小此木神官長に従って、皆、昨夜のことを冷静に思い出す。

「彼は、空中に浮いていました。これは、普通の人間にできることではありませんね」

　確認した小此木神官長へ、全員が頷うなずく。

「緑色の装束で弓矢を用いる、禍々しいモノ、これは望ぼう威いくんたち曰いわく『魔界侯爵レラジエ』なのだそうです。悪魔は聖せい水すいを嫌きらい、悪魔祓ばらいの呪じゆ文もんで退しりぞけられます」

　放たれていた禍々しい気は、あれが悪魔でなければ納得できないほど、凄すさまじいものだった。

　外見こそ非ひ力りきな幼よう児じだが、那な智ちは王子付きの教育係だ。小こ瓶びんに入れていた聖水を撒まく姿は堂に入っていたし、唱となえたラテン語の呪文は、その言語を知らない者が聞いても素す晴ばらしかった。

　修行を積んだ神官の感覚で、『本物』だとはっきりわかる。小此木神官長たちは悪魔祓いの瞬間に、確かに立ち会ったのだ。




「でも、あれはオレの清ちゃんだった。オレが清ちゃんを間違えるはずがない」

　頑がんとして言い張る蒼司朗を、ぎりりと篠原勇輝は睨む。

「テメェ……！」

「はい、落ち着きなさい、勇輝くん」

　すかさず小此木神官長は篠原勇輝の額ひたいにチョップを入れた。強きよう烈れつなものではなく、軽ーくだったが、いきなりチョップを食らった篠原勇輝は驚いて、蒼司朗へと乗りだそうとしていた身を引っこめた。




　小此木神官長は微笑ほほえむ。

「ヘンペルのカラス。あの『すべてのカラスは黒い』という命題を証明する問題に、今のこの状況は似てますね」




　ヘンペルのカラス（Hempel's ravens）とは、カール・ヘンペルが提出した、帰き納のう法ほうが抱かかえる根本的な問題を喚かん起きするものである。




　初めて聞いた安藤奏は、首を傾かしげる。

「どういうことですか？」

「簡単に言うと、『カラスが黒い鳥である』ということは、多くの人が知っていますね？　そこから理論を展開していくものです。黒い鳥を見ると、あれはカラスだと思う。黒くない鳥を見ると、カラスではないと思う。一般常識としては、それはおそらく正しいでしょう。でも、『すべてのカラスは黒い』という命題を証明するには、『すべての黒くないものはカラスではない』ということを証明しなくてはいけません。世界中の黒くないものをすべて調べ、それらの中にひとつもカラスが含まれないことを確認して、証明するんです」

　気楽な様子で小此木神官長に言い放たれて、篠原勇輝は渋しぶい顔になる。

「そんな証明、途方もないっスよ」




　世界中の黒くないものをすべて調べあげてだなんて、まったく現実的ではない。




　こんなことを言ってもいいのかしらと躊躇ためらいながら、少し遠えん慮りよがちに芙蓉薫子は口を開く。

「色素の関係で、灰色や白いカラスもいますわよね？」

「そうですよねぇ」

　小此木神官長は笑う。

　つまり、小此木神官長はこの命題を譬たとえに持ちだしてきて、何が言いたいのかというと。

「僕たちは悪魔のことを知りません。だから、人間であるかないかとか、蒼司朗くんの従兄弟であるかないかなんて、言いあう余地はないんです」




　すべての悪魔のことを知らないのだから、絶対にそれはありえないのだと、否定なんてできない。多くの者の常識も、絶対と断言できない。白いカラスがいるように、ひょっとすると、ひょっとするかもなのだ。




「蒼司朗くんと一緒におられる、奥庭の四神様をご覧なさい。どーんと構えてらっしゃるじゃないですか」

「ミギャ？」

「キュキュ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　皆の視線が集まって、ピヨ四神はきょとんとする。




　現実に、蒼司朗にくっついている奥庭の四神様は、まったくいつもどおりだ。帝都城と帝みかどの一族を守しゆ護ごしている奥庭の四神様を信じるなら、蒼司朗がどんな突とつ飛ぴなことを言おうとも、疑うべきではない。

　大切な従兄弟が悪魔だろうが人だろうが、そんな些さ細さいなことを、蒼司朗はまったく気にしていない。




（えー……☆）

　小此木神官長に煙けむに巻かれた篠原勇輝たちは、どうしたものかと途方に暮くれる。




「新庄神官、売店にいる佐さ久く間ま神官に、お茶のお代わりを用意するよう、伝えてください。熱いのが欲しくて」

　新庄神官が応接室に運んだものは、けっこう冷さめてしまっていた。

　小此木神官長に頼まれたとおり、新庄神官は売店の当番をしている佐久間神官に、お茶を頼んだ。




「失礼いたします」

　熱いお茶を支し度たくしてきた佐久間神官は、応接室に入って皆のお茶を取り替えた。

　少し気を落ち着けようと、篠原勇輝たちは熱いお茶に手を伸ばす。

　お茶休憩らしいので、蒼司朗はピヨ四神を卓たくに下ろし、持ちこんでいた乳ボーロのおやつを与える。




　熱いお茶を飲んだ小此木神官長は、佐久間神官に命めいじる。

「佐久間神官、明日から蒼司朗くんに、祝詞のりとを教えてください」

　蒼司朗はソファから腰を上げ、佐久間神官に向かってお辞じ儀ぎをした。

「はじめまして。望月蒼司朗です。よろしくお願いします」




　佐久間神官は帝都神社の神官だ。蒼司朗がお庭番に就しゆう任にんする前から帝都神社にいて、ずっと顔を合わせてきている。『蟲むし呼よびの夜』のお役目だけでなく、一緒に行事に参加してきたし、体術訓くん練れんなどの修行もやっている。

「はじめまして、って、オイ……！」

　教えてもらう身であっても、その挨あい拶さつはどうなのだろう。思わず舌した打うちをした篠原勇輝へ、蒼司朗は振り向く。

「オレ、この佐久間神官に会うのは初めてだよ？」




　この佐久間神官。




「は？」

　篠原勇輝には、蒼司朗が何を言っているのかわからない。会話を聞いていた、津本神官たちもだ。




　満足そうに蒼司朗へ頷うなずき、きょとんとする者たちの顔を眺ながめて、小此木神官長は笑った。

「────お入りなさい、佐久間神官」

　呼びかけた声に応こたえ、扉とびらを開いてもう一人、『佐久間神官』が応接室に入ってくる。

（え!?）

　二人並んだ、まったく同じ顔、同じ姿形の佐久間神官を、篠原勇輝たちは驚いて見つめた。




「はじめまして。いつも兄がお世話になっております」

　先に入室した佐久間神官が、照れ笑いしながら頭を下げる。




　小此木神官長はソファから立ちあがって、佐久間神官・弟へ近づく。

「佐久間神官は、一いち卵らん性せいの双ふた子ごなんです。帝都神社の神官は、お兄さんのほう。今け朝さ一番に連絡して、実家の栃とち城ぎ圏けんの神社から、弟さんに来てもらいました。突然お呼びして、すみませんでした」

「いえ。帝都神社の神官装しよう束ぞくを着させてもらえて、こちらの社しや務む所しよの売店で仕事ができて、楽しかったです。まさか、一目で見分けられてしまうとは思ってませんでした」

「すごいですね、蒼司朗様」

　喋しやべる声も話し癖ぐせも、佐久間神官兄きよう弟だいは、まったく同じだ。口の動きを見ていなければ、一人で喋っているように聞こえるだろう。




　二人の佐久間神官から、揃そろって感心され、蒼司朗は不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「だって、別々の人じゃないですか」

　違う人なのだから、見分けられるのは、蒼司朗にとっては当然だ。




（全然わからなかった……）

　朝、拝はい殿でんで声をかけた津本神官は、啞あ然ぜんとしながら二人の佐久間神官を見つめる。




（そうか、だから一人で仕事をさせられたんだ……）

　同期で帝都神社の神官になった相沢神官は、佐久間神官と一緒に作業を割り振られることが多い。捕ほ獲かくしたネズミに関する情報を神官たちに集めてもらい、今日、限られた時間でそれを整理するのは、かなり大変だった。佐久間神官の兄弟入れ替わりに支し障しようがないよう、相沢神官は一人で仕事をすることになったようだ。




　呆然としている者たちの顔を眺め、悪戯いたずらっぽく小此木神官長は笑う。

「何かのときに使えるかなーと思って、佐久間神官には双子だということを内ない緒しよにしててもらいました」




　面おも白しろがった小此木神官長が採さい用よう面接のときに口止めしていたので、佐久間神官は口外していない。佐久間神官に双子の弟がいることを知っているのは、小此木神官長の他には、帝都神社の人事の主任神官である芝しば浦うら神官だけだ。




「蒼司朗くん、祝詞は『帝都神社の佐久間神官』に教わってください」

「はい。よろしくお願いします」

　あらためてお辞儀をする蒼司朗へ、佐久間神官兄弟もお辞儀をする。

　そうして二人の佐久間神官は、応接室を出て行った。




（今日、ここに鈴宮神官がいないのは────）

　佐久間神官にお茶を運ばせるための前振りだったことが、篠原勇輝たちにはわかった。




　手を振って佐久間神官兄弟を見送って、小此木神官長は蒼司朗を促うながし、ソファへ座る。

　卓に置いていかれたピヨ四神は、乳ボーロを食べ終わると、蒼司朗がどこで何をしているのかを気にして、四神の戦士たちの肩かたや頭の上に乗ってうろうろと移動しながら見ていた。戻ってくる蒼司朗を待ち構え、元気よく飛びつく。

「えー、ということで、昨夜のアレは『魔界侯爵』で、『蒼司朗くんの従兄弟』と決定します」

　脱だつ力りよく気分の篠原勇輝たちは、声もなく頷く。

（はめられた……）

　小此木神官長に引っかかって、強引に丸めこまれた。

　だが、一度こうと言いだしたら、頑固な蒼司朗はどうあっても退かないので、こうして皆を納得させるしかなかったのだろうということも、わかる。




　蒼司朗がご近所さんの孫の双子を見分けただの、間違えて持ってきた植木を仕分けただの、ここにいる者たちは噂うわさで聞いていた。確かに、それはちょっとばかり特別な能力かもしれない。しかし、まさかこんなふうに証明されるとは、夢にも思っていなかった。




　蒼司朗は外見ではなく、本質で対象を見抜く。

　それは人でも、植物でも。

　悪魔のような禍々しい気を放ち、突然に現れたモノでも。




「蒼司朗くんも、いいですね？」

　一人名指しで小此木神官長に確認され、蒼司朗は頷く。




　あんなふうに現れたのだから、清きよ志し朗ろうは『魔界侯爵』と呼ばれても、確かに仕方ない。それは蒼司朗にもわかる。

　蒼司朗は、あれが従兄弟の清志朗であることを、否定されたくなかっただけだ。

　皆の記憶から消えてしまっても、清志朗が存在していることを、主張したかった。




「何がどうなってるのかはわからないけど、オレはオレの知っている清ちゃんを信じます。皆が忘れても、オレは覚えてる。ここはオレの清ちゃんがいる帝都です。清ちゃんの居場所はオレが守るし、清ちゃんを変にさせているものから助けます」

　きっぱりと言う蒼司朗を、小此木神官長はまっすぐに見つめる。

「帝都の平和を脅おびやかす側に与くみし、彼が我々の前に立ちはだかり、攻こう撃げきしてくるのなら、敵とみなして戦わなくてはなりません。彼を傷つけることになりますが」

「そんなの、絶対に駄だ目めです……！」

　膝の上で、ぎゅっと蒼司朗は拳こぶしを握にぎる。




　最悪、清志朗は殺される。帝都を守るという、大たい義ぎ名めい分ぶんのもとに。

　そんなのは、絶対に嫌いやだ────！




「ミ……」

「キュウ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　小さく身体からだを震ふるわせる蒼司朗へ、ピヨ四神は心配そうに寄り添う。




　蒼司朗を容よう赦しやなく追い詰める小此木神官長の、大人おとなが子供を苛いじめているような光景に、津本神官と相沢神官、新庄神官は、どうにもいたたまれない。四神の戦士たちも、聞いているだけで苦しい。

　もうやめてくれないかと懇こん願がんするような視線を、小此木神官長はすっぱり無視して、蒼司朗へ言葉を継ぐ。

「では、どうしますか？」




「オレが清ちゃんを止めます……！」
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　魔ま界かい侯こう爵しやくとは、奥庭の四し神じん様の加か護ごを受ける天の戦士が対たい峙じする。

　他の誰だれにも手は出させない。




　がっちりと言げん質ちは取られた。

　それがどれほど深しん刻こくなことであるかに気づいていないのは、当の蒼そう司し朗ろうだけだ。

　これで帝都神社、四神神社の神官は、もっとも凶きよう悪あくで手て強ごわそうなモノの相手をしなくてよくなった。




　最後に、津つ本もと神官は魔ま物ものについて、補ほ足そくした。

「昨さく夜やの魔物退治で、すべてのモスマンが駆く除じよできたとは限りません」




　蟲むしを取りこみ、性質を変化させたものは駆除できたが、どれほどの数のモスマンが帝都にいたのか、定かではない。

　モスマンは、『姿を消す』のだ。魔物は物理法則に関わりなく、姿を現したり、消したりする。残りがいれば、出てくるだろう。




「では、また現れると仰おつしやるんですね？」

　静かに蔵くら田た実さね親ちかが確認し、津本神官は慎しん重ちように答える。

「現れる可能性はあります。心積もりをしておいたほうがいいでしょう」

　まだまだ気を抜くことはできない、ということか。




「油断はいけませんが、深刻になりすぎるのも疲れるので、はい、皆さん、ほどほどに」

　小お此この木ぎ神官長は神官装しよう束ぞくの袖そでから、菓か子し折おりを取りだし、包装を解とく。

　菓子折りに入っていたのは、白の外うい郎ろう生き地じに小豆あずきを載せ、三角形に切り分けられた和菓子だ。




「ミギャ！」

「おっと！」

　見せられた和菓子に向かって、突とつ撃げきしかけたピヨ四神を、蒼司朗は抱だっこして止める。




　菓子を見た津本神官は、溜ため息をつく。

「────もうすぐですね」

「？　何がですか？」

　ピヨ四神が飛びださないよう、可か愛わいがりながら尋たずねた蒼司朗へ、小此木神官長は教える。

「『夏な越ごしの祓はらえ』です。六月晦日みそか、帝都では、一年の折り返しに当たる日に、この半年の罪や穢けがれを祓はらい、残り半年の無む病びよう息そく災さいを祈き願がんする神事を行うんですよ。この『水み無な月づき』というお菓子は、昔からその神事の日に食べられていました。お菓子屋さんによって、販売期間がいろいろで、この鶴つる賀が吉きつ祥しよう庵あんでは五月の下げ旬じゆんから販売してますけどね」

「松しよう露ろ館かんの喫きつ茶さ席せきのお品書きに水無月を見かけると、もうこの時期になったのねって、思いますわ」

　お店でお洒しや落れにお茶休きゆう憩けいする芙ふ蓉よう薫かおる子こたちは、旬しゆんに入れ換えられる商品で、季節感を堪たん能のうする。




　小豆は邪じや気きを祓うものであり、白の外郎は暑気を払うために切りだされた、氷ひ室むろの氷を模もしている。

　この季節だけの、期間限定の菓子は、帝都民にとってすっかりお馴な染じみのものだ。だが、よそにこの菓子はほとんどなく、知らない、食べたことがないという者のほうが多い。




「巌いわ手てにはなかったんだろ？」

「うん。初めて見た」

　馬ば鹿かにするのではない篠しの原はら勇ゆう輝きへ、蒼司朗は素す直なおに頷うなずいた。




　どうぞどうぞと菓子折りを差しだされ、蒼司朗たちは水無月をひとつずつもらう。

　小此木神官長が出した水無月には、『夏越祓』を滞とどこおりなく行いたいという、願望がこめられている。さりげなく、プレッシャーだ。




「ミギュン」

「キュイ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

「いい子にして、ちょっと、待ってて」

　おねだりするピヨ四神を優しく撫なでて微笑ほほえみながら、蒼司朗は懐かい紙しに載せた水無月を黒くろ文も字じで切り分ける。




「奥庭の四神様の分も、ありますよ？」

　ちゃんと準備してあるので、蒼司朗のものを分ける必要はないと、小此木神官長は菓子折りに残っているものを勧すすめた。しかし蒼司朗は、笑顔でそれを辞じ退たいする。

「ついさっき乳ボーロを食べましたし、たくさんあるから美お味いしいわけじゃないんです」




　────蒼くんは、僕と半分こしようか。




　優しい清きよ志し朗ろうの声は、蒼司朗の耳の奥に残っている。一緒だから、楽しくて、美味しかった。




「オメーがデカくなれねーの、そういうのが原因じゃね？」

　水無月を頰ほお張ばる篠原勇輝は、お庭番様相手だろうと、ずけずけと遠えん慮りよがない。

　順番にピヨ四神へ『あーん』で食べさせながら、蒼司朗はムッとする。

「オレのちっさいのは、今に始まったことじゃないよ！」




（は？）

　蒼司朗以外の者たちは、一いつ瞬しゆんフリーズする。




　夢む中ちゆうで食べているピヨ四神の世話をしながら、篠原勇輝へすかさず言い返した蒼司朗だけが、失言だったと気づいていない。




　────蒼くん、それ言っちゃ駄だ目めだから……！




　四神の戦士と小此木神官長は、幻げん聴ちようが聞こえた気がして、はっとする。

　こんなとき、蒼司朗の一番近くにいた者が、やんわりとツッコミを入れていた────。




　自分で禁句を言い放った蒼司朗は、気づかないほうが幸せだ。奥庭の四神様の機き嫌げんを損そこねても、いけない。皆は聞かなかった、気づかなかったことにする。

　そして篠原勇輝は、天てん井じようを見上げた。

（あー！　マジ、こいつバカチビで、どうしようもねー！）

　何かあるたびに、ちらちらと、いないはずの者が存在を主張する。

　今ここにいない、もう一人の存在がいなくては、蒼司朗はやっていけない。そう強く思える。




　モスマンは不気味だが、一般の帝都民が絶対に襲おそわれてしまうというものではない。

　小此木神官長は水無月を味わいながら、微笑む。

「しばらくの間、帝都城下には痴ち漢かんや強ごう盗とうが出るとか噂うわさを流して、夜間の一人歩きを禁止してもらいます。夏に向かう季節で、よかったですねぇ」

　薄着となる時期に、この警けい戒かいはちっとも不自然ではない。

「帝都警けい察さつの巡じゆん回かいの強化と帝都城下の美化活動、外がい灯とうを明るくすることで、モスマンへの対処はできるでしょう」

　魔物の現れにくい街づくりは大切だ。

　そして小此木神官長は、もうひとつ、考えていたことを言った。

「蒼司朗くんの『帝都のよく効く薬』は、ネズミの傷を治せました。穢れを祓う力は強力です。あれで打ち水しておけば、少しは何とかなるような気がしません？」




　那な智ちが聖せい水すいを撒まいて、魔界侯爵に対たい抗こうしたように。




　津本神官は神経質そうに眼鏡めがねの位置を直す。

「生なま兵びよう法ほうは大おお怪け我がの元と言いますが、試すだけならいいのではないかと思います。まずは場所を限定して、いろいろと調査してみましょう」

　蒼司朗の『帝都のよく効く薬』は、量に限りがある貴重なものだ。大切に使わなくてはならない。

「でしたら、白しら百ゆ合り女学院の寮りようの周りをお願いしたいですわ」

　後輩たちを心配して、芙蓉薫子が提案する。モスマンに狙ねらわれやすいのは女性だ。




　小一時間ほどで話は終わったので、社しや務む所しよの控ひかえ室しつで神官装束に着替え、蒼司朗はピヨ四神を連れて奥庭の作業に向かう。




　四神の戦士の四人揃そろって帝都神社を出た後、篠原勇輝はずっと抱かかえていた胸むねの中のもやもやしたものが重くて、たまらずしゃがみこんだ。

「あの狸たぬき親おや父じ、蒼司朗へ丸投げしやがった……！」




　本人の意志を尊重するように見せかけて、小此木神官長は、まんまと一番厄やつ介かいなモノを蒼司朗に押しつけた。

　悪い大人おとなが馬ば鹿かな子供を丸めこみ、最悪の貧びん乏ぼう籤くじを引かせて全責任を負わせるのは、とても汚い。

　そしてそれを見ていることしかできなかった、今の自分の無力さが、悔くやしくて情けない。




　他の三人と一緒に立ち止まった安あん藤どう奏かなでは、ヤンキー座りで頭を抱えた篠原勇輝から目をそらし、口を尖とがらせる。

「だって仕方ないですよ……！　あの人があんななんですから！」

　あの魔界侯爵は従い兄と弟こなのだと主張し、他の者が手出しすることを、蒼司朗が頑かたくなに拒こばんだのだ。

　蔵田実親は溜め息をつく。

「身内の者を誰かに傷つけられる、と考えたら、わからないでもないけどね」

「でも、とても悲しいことだわ。蒼司朗くんは、『助ける』って言っていたけど……」

　もしものときを思って、芙蓉薫子は憂うれえる。

　魔界侯爵が放っていた禍まが々まがしい気は、想像を絶するものだった。たかだか蟲を浄化しただけで、ふらふらになってしまうようなポンコツでは、到底太た刀ち打うちできそうもない。




「────それでも、アイツはやっちまうんだよ……！」

　遊歩道の砂じや利りを睨にらみつけ、篠原勇輝は唇くちびるを嚙かむ。

「できないなんて、考えねぇ。やると言ったら、やるんだ……！」

　ただがむしゃらに、ひたむきに、前だけを見つめて突き進む。どんなに無茶で無む謀ぼうな挑ちよう戦せんだとしても、一度決めたら怯ひるまない。

「蒼司朗クンがいるから、僕たちも立っていられる。そうじゃないかい？」

　蔵田実親は篠原勇輝の肩かたに手を置き、腰こしを上げるよう静かに促うながした。

「蒼司朗クンは僕らにとって、『希望』だよ」




　存在するだけで、きっと価値がある────。




「は！　あんなチビ！　そんな立派なモンじゃないっスよ！」

「種ですね」

　腰を上げた篠原勇輝は笑い飛ばし、安藤奏は言いきる。芙蓉薫子は、きょとんとした後、ほわりと笑み崩くずれた。

「まぁ」




　まだ芽め吹ぶいてもいないもの。蒼司朗に対して、絶妙な譬たとえだ。




「うわー、小さいな」

「っしょ？」

　ホント、小さい。蔵田実親と篠原勇輝は笑いあう。

　そして、その小さいものに、託たくさなければならないのが現実なのだ。




（奥庭の四神様まで、ちっせぇし！）

　マジ、どうしてくれよう。篠原勇輝は、溜め息しか出ない。




「じゃあ、私はここで。大学に戻るわ」

　これから行っても遅ち刻こくだが、終わるまでにはまだ時間があるので、芙蓉薫子は帝都大学に講こう義ぎを受けに行く。またいつ欠席する用事があるかわからないので、真ま面じ目めな学生だという印いん象しようを持ってもらって、平常点を稼かせいでおくのは大切だ。




　芙蓉薫子と別れ、男三人になってから、あれ？　と安藤奏は思う。

「勇輝さん、今日は物もの見み櫓やぐらに行かなくていいんですか？」




　望威にもらった『不ふ思し議ぎの色石』の用い方を調べるために、篠原勇輝は夕方のこの時間、帝都城内うち堀ぼりの物見櫓を使っていた。




「あぁ、俺はもういい」

　言って、篠原勇輝はざくざくと歩きだす。

「え？　もういいって、どういうことですか!?」

　安藤奏は慌あわてて、篠原勇輝を追いかける。

　篠原勇輝が多くを語らない。だからこそ、蔵田実親にはわかる。

（何か摑つかんだのか）




　────先にどうにかしてください……！




　先ほど頭を下げた篠原勇輝を思い出す。

（ハードルを上げてきたね）

　マゾっ気のある蔵田実親の背中へ、ぞくぞくっと震ふるえが走った。




　奥庭に向かって、庭仕事を始めた蒼司朗は、後で清志朗から聞いた、望ぼう威いと清志朗の三人で入院したときに望威が言っていたという言葉を思い出す。

「────欲しいものが手に入らないなら、何も持たないのと同じ、か……」




　それが必要で、それしか駄目なのだと焦こがれたならば、確かに、他にどんなものがあっても、まったく意味がない。




（清ちゃん……）

　蒼司朗が大好きな、たった一人の従兄弟。

　巌手で両親を亡なくしたとき、蒼司朗はたくさんの人に親切にしてもらったけれど、やはり両親が恋しかった。亡くなってしまった人のことは、どんなに残念でも諦めるしかないけれど。

（清ちゃんは違う）

　どんな気を放っていたって、蒼司朗の大好きな清志朗であることに変わりはない。

　皆の記き憶おくから消えてしまって、存在しない人のように思われていても、蒼司朗は忘れない。絶対に諦めない。




　だが、現実として、蒼司朗は全然非力だ。

（偉えらそうなこと言ったけど────）

　ただわがままで、突っぱねただけだと、蒼司朗は自分でも思う。あの清志朗に、近づけるとも思えない。




「ミギュ？」

　足元で声が聞こえて、蒼司朗は視線を落とす。思いに沈みがちで、作業の手が止まる蒼司朗を、ピヨ四神が見上げていた。心配してくれる優しい神様に向かって、蒼司朗は静かにしゃがみこむ。

「オレ、もっと強くなりたいよ。強くないと、オレの大事なもの、全部なくなっちゃう。オレと一緒に戦ってよ。オレを守ってよ……！」

　そっと手を伸ばした蒼司朗は、身を擦すり寄せてくるピヨ四神を抱っこした。




　帝都城下の夜間の安全が強化されたためか、公こう儀ぎ隠おん密みつによる目もく撃げき情報は幾いくつかあったものの、モスマンによる被害は報告されなかった。

　被害はなくても、いなくなったわけではないので、モスマンへの警けい戒かいは怠おこたれない。




　蒼司朗が修理に出した目覚まし時計は、部品が揃そろわないとかで、直るまでまだしばらくかかるらしい。

　蒼司朗は清志朗のいない寮りようの部屋で、一人で寝起きする。清志朗が心配しないように、注意してきちんと生活する。

（一年生のとき、この部屋で清ちゃん、半年間一人だったんだ）

　十月に蒼司朗が帝都に来るまで、清志朗は一人でこの部屋を使っていた。自分だけが寂さびしい思いをしているわけではないのだと考えると、気持ちが少し楽になった。




（もしかしたら、ひょっこり、何もなかったような顔で帰ってくるかもしれないし）

　蒼司朗はいつ清志朗が帰ってきてもいいように、部屋を綺き麗れいに片づけておく。清志朗の荷物を置く場所を、空けておく。

　遅れた勉強の分のノートも、毎回ばっちり取ってある。蒼司朗のこのノートがあれば、頭のいい清志朗なら、きっとすぐに追いつくだろう。




「ミギャギャギャー」

「キュイイッ」

「ピッチュチュピ」

「「（しゅー）」」

　清志朗がいないので、ピヨ四神は遠慮なく、部屋の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回っている。

「……元気で楽しそうなのはいいんだけどさ」

　どんなにドタバタしても、ピヨ四神の立てる物音や鳴き声が聞こえるのは、蒼司朗だけだ。

　部屋で予習をしていた蒼司朗は、チラチラと視界に入るピヨ四神へ、どこから注意したものだろうかとちょっと悩んだ。
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　衰すい退たいしている政権は交代するし、弱い国は滅ほろびる。

　都を統すべる君主がどんな形で替わろうと、崇あがめられる神と宗教が替わろうと、その土地が発展しようと寂さびれようと、傍ぼう観かん者しやにとってはまったく大したことではない。

　どれほどの人々の生活が一変しようとも、それはとてもよくあることだ。




　物心ついたとき、少年のいた国は長い戦争の時代にあった。戦せん渦かにあって、いつからか少年は、両親も血けつ縁えん者しやの存在も知らない孤こ児じとなっていた。

　戦争で亡なくなる人々を、破は壊かいされる場所を、見つめていた。見て、その争いの決着について考えた。

（────そのころから、かもしれない）

　星を見上げて少年は思う。この、夜の人格が目覚めたのは。




　少年の夜の人格には、目覚めたときから、透き通った身体からだを持つ細長い一体の幻げん獣じゆうが付き従い、昼も夜も密ひそやかに少年を守っていた。

　夜の人格は、この幻獣のことを『ヴォルガ』と呼んでいた。




　幻獣使いのビョートル老人は、戦場となっていた国を訪れたとき、普通の人の目には見えない幻獣に気づき、戦争孤児のこの少年を拾った。

　右目は青、左目は琥こ珀はく色いろという、変わった目をした子供だった。その国には戦争に巻きこまれて、不幸にも身体の一部を失っている者たちがたくさんいた。色が特とく徴ちよう的てきでも、視力に異常はなかったので、少年の目に不ふ都つ合ごうはなかった。

　だが、その色違いの両の目が象しよう徴ちようするかのように、小さな少年の身体の中に二つの別個の人格が存在し、昼と夜とで入れ替わることを知ってビョートル老人は驚いた。




　夜の人格は昼の人格を知っているが、昼の人格は夜の人格を知らない。

　自分の中に、もう一人存在していて、同じ身体を使っていることを知らない。




「お前の名前は『ハイムエンデ』だ」




　名前を持たなかった少年に、ビョートル老人は『ハイムエンデ』という名前をつけた。そして、穏おだやかで優しい昼の人格を『ハイムダル』、利発でどこか冷ひややかな夜の人格を『エンディミオン』と呼び分けた。




「ハイム」

　ビョートル老人は日のあるうち、ハイムエンデをそう呼んだ。昼のハイムダルは、愛称としての呼び方なのだろうと、これを理解した。

「お前、爺じいのやっている仕事を、やってみないかい？　仕事があると、世界中、どこでだって生きていけるよ」

「やるー」

　どこにでも行けるというのはステキだが、旅から旅へ、一所に落ち着かない生活は、楽なものではない。幻獣を扱あつかうのは、なかなかに癖くせのある作業で、難しい。

　このときのハイムダルは、老人に誘われたことが嬉うれしくて、何を誘いかけられているのか、よくわかっていなかったのかもしれない。




　幻獣が結んだ縁えんなので、ビョートル老人は幻獣使いである自分の後こう継けい者しやとして、少年を育てることにした。




「エンディ、お前も爺の仕事をやってみないかい？」

　エンディミオンには、幻獣のような普通の人に見えないものが見える。もともと幻獣を従えていたのだから、幻獣使いとしての素質は十分だ。

　だが、エンディミオンの返事は素そっ気けなかった。

「俺には教えなくていい」

　声は年ねん齢れい相応のあどけない子供のものだが、『エンディミオン』の言葉遣づかいと落ち着いた口く調ちようは、とても大人おとなびている。

「爺の仕事に、興味はないのかい」

「そうじゃない」

　淡々とエンディミオンは答えた。

「ハイムが教えてもらうんだろう？　だから、いらない」

『エンディミオン』は、昼間の『ハイムダル』の行動を追体験できた。ハイムダルが考えたり感じたことはわからないが、見聞きした記憶を探れるので、教わらなくても知ることができる。

　依頼を受けるのは昼間なのだから、仕事をするのはハイムダルだ。エンディミオンはハイムダルのサポートができるだけの力があれば、十分だろう。同じ身体にある二つの人格を見分けられなければ、エンディミオンが仕事を依頼されることはない。

　もともと素質があったのだろう『エンディミオン』は、ビョートル老人の指し導どうを受けなくても、すべての幻獣を上手じようずに扱うことができた。




『エンディミオン』は、自分が『審しん判ぱん者しや』として、この世に存在していることを知っていた。




　半はん壊かいした空き家を今夜の宿とし、北からの遠い爆ばく撃げき音おんを聞きながら、『エンディミオン』は開け放した窓に腰こしかけて、ヴォルガを風に遊ばせていた。

　そして、ふと口を開く。

「この戦争はノルージャンの勝ちだ。トル爺のネズミが撒まいた黒こく死し病びようは、これからしばらくの間流は行やるから、明日にはここを離れたほうがいい」

　火をおこした暖だん炉ろの前で、小さな幻獣の卵を磨みがいていたビョートル老人は、エンディミオンの言葉に眉まゆを顰ひそめる。

「戦争の勝ち負けなど、いったいなぜお前にわかる？」

「わかるんじゃない。俺がそう『決めた』。ついさっき、この地を守っていた土地神は死んだ。新たな土地神が祀まつられるまで、ここは荒あれる」




　その夜、国教の要かなめである教会が焼け落ちたことをビョートル老人が知るのは、翌よく日じつのことだ。そして終戦宣言が出されるのは、さらに三日後。




　幻獣使いは、権力が取って代わられようとする場所に呼ばれ、幻獣を放って世を乱したり、土地神を殺す手助けをすることが多い。ビョートル老人に連れられて世界各地を周りながら、『エンディミオン』は目の前の諍いさかいに審判を下していった。




　年老いていたビョートル老人が亡くなり、ハイムエンデはその後を継いだ。『ハイムダル』が幻獣使いの仕事を請うけ負おい、夜には『エンディミオン』が審判者として、土地を統べるもの、祀られるモノへ審判を下した。




　ビョートル老人は半世紀も前に、帝都の土地神殺しを請け負い、そこに幻獣の卵を仕掛けていた。契約書類を見つけてしまったので、仕掛けた幻獣の卵がどうなったのか、事後調査のため船に乗り、ハイムエンデは帝都を訪おとずれた。

　その帝都で、『ハイムダル』と自分を見分けられる少年と出会うことになるとは、『エンディミオン』は夢にも思っていなかった。

　そして今、帝都はその少年と、彼の連れている稚いとけない姿をした神様によって守られている。




「幻獣の卵を孵ふ化かさせなければ、トル爺の契約違反だ。帝都の土地神は、脅きよう威いにさらされることなく、長くありすぎた」

　エンディミオンは『審判者』として、長すぎる平へい穏おんな休きゆう憩けいを見過ごすわけにはいかない。だから、幻獣を求めた者たちの望んだように、幻獣の卵を解放した。

　滅びるものは、滅ぶのだ。




「────だけど、蒼そう司し朗ろう……、お前はそんなふうに戦わなくてはならないのかな？」




　エンディミオンには理解できない。あの小こ柄がらな少年は、まるで一人で帝都の未来を担になっているようではないか。




　強く強く、蒼司朗をこの帝都に執しゆう着ちやくさせている存在があったから、エンディミオンはそれを取り除のぞいてみた。

　ほんの少し、意地悪をして気持ちを落ちこませ、声に耳を傾かたむけやすいよう仕向けて、エンディミオンは審判者の権限を行使し、清きよ志し朗ろうを『退場』させた。『退場』したから、清志朗に関するものはすべて消えた。そのはずだった。




「清志朗、お前は俺が持っていないものをすべて持っているよ」

　優しい両親も、居い心地ごこちのいい家も、友だちも、仲間も、有望な将来も。




「…………」

　夜を支配するエンディミオンにより、夢の中に引きずりこまれた清志朗は、ぼんやりと夢の世界に佇たたずむ。




『退場』した清志朗に、いるべき場所はなく、しなくてはならないこともない。自分が誰だれであるかという記き憶おくや過去も、『退場』と同時にすべて取りあげられている。意見されると面倒なので、エンディミオンは清志朗の心を凍とう結けつした。

　エンディミオンが『審判者』として必要とされるのは、土地神殺しの間だけだ。だから清志朗のこれは、一時的な『退場』だ。

　誰かをこの世界から消去できるような権限は、『審判者』にはない。




　審判に指名され、選手として競きよう技ぎ場じようから退場させられても、試合を観戦することまでは禁じられない。

　清志朗は自分のいない世界を、眺ながめることはできる。どこで何が起こっているのかは、知っている。だが心を凍結されているので、何も感じない。考えられない。




「お前が一人いなくなっても、世界は何も困らない」




　非情だが、世界とはそんなものだ。誰かがいなくなって空いた穴は、適当な誰かが埋うめるし、それができなければ、その穴は不要なものとして処理される。

　清志朗がいなくても、望もち月づき造ぞう園えんの者たちはいつもと同じように生活し、仕事をしている。通っている帝都学園高等部も、何の支し障しようもない。

　蒼司朗は一人になった寮りようの部屋でピヨ四し神じんと起居し、お庭番のお役目を果はたし、学校に通い、神官修行と庭師の修業をしている。周りの者たちとも、仲よくしている。清志朗のいないところでも、笑っている────。




（…………）

　清志朗は、凍結されているはずの心が、ツキンと痛んだ、ような、気が、した。

　呼びたい人の名前があるのに、頭の中に靄もやがかかったようで、はっきりしない。



















　帝都学園中等部に入学してから、清志朗は学校の寮に入った。望月邸ていに帰るのは、週末と学校の長期休きゆう暇かのときぐらいだ。

　望月造園では若い庭師を住み込みで雇やとっているので、彼らが暮らしている望月邸は、賑にぎやかだ。息子むすこが寮生となって、家にいない生活は、もう四年以上になる。望月邸に清志朗がいなくても、不自然ではない。

　学校で役員をしているため、見習い庭師であっても望月造園の作業に、放課後必ず毎日通えるわけではない。清志朗がいなくても、望月造園の作業に支障はない。

　学校での役員の仕事は、誰かが必ずやらなくてはいけないので、清志朗がいないなら、代わりの者がそれをしている。




　そして蒼司朗は、清志朗の帰りを待っているからこそ、清志朗へ心配をかけないように、がんばって、元気でいるように見せていた。いつもと同じに見せようとしていた。




　────お前は必要とされていない。




　いつかの夢の中に入りこんだエンディミオンの囁ささやく冷たい声が、清志朗の頭の中で反はん響きようする。

　息をするのが、苦しい……。




『退場』させた清志朗へ、次にエンディミオンが割り振った役は『魔ま界かい侯こう爵しやく』だった。深い意味はない。

　ビョートル老人から引き継いだハイムダルの顧こ客きやくに、この悪あく魔まを召しよう喚かんしたがっている者がいた。

　ハイムダルは術師としても三流なので、悪魔をうまく召喚できない。召喚を安定させるには、誰かに憑ひよう依いさせるのがいい。帝都や帝都民に怨うらみや悪意があったり、帝都の混乱を望んだり、大勢の帝都民に危害を加えたいと、冥くらい願望を抱いだいている者なら、利害が一いつ致ちするので憑ひよう依いに適している。そんな人間を見つけ、誘いかけて『魔界侯爵』にすればいい。

　だが人のいいハイムダルは、この手の交こう渉しようが苦手だ。だから適当な素材、『アシスタント』として、エンディミオンは清志朗を選んだだけだ。




（俺がいないと、何もできないへっぽこめ……！）

　同じ身体のよしみで、放っておくこともできず、エンディミオンは昔からこっそりと、ハイムダルを何度も手助けしてきた。

　お気楽に「あ、できた。よかったー」とハイムダルは喜んでいるが、実は何もできていなかったりする。




「朝か……」

　エンディミオンの支配する、夜の時間が終わる。昼の人格へ、交代の時間がくる。

「戻れ、ヴォルガ」

　エンディミオンは部屋のハンガーにかかっている洋服のポケットへ隠かくれるよう、幻獣に命めいじる。透き通った身体を持つ細長い幻獣は、ひらひらと鰭ひれをなびかせ、優ゆう雅がに空を泳ぐように移動して、するりとポケットの中へ消えていった。




「俺はお前を必要としている。お前にしかできないことだ」

　魔界侯爵を演じてもらうため、エンディミオンには清志朗の協力が必要だ。




（僕にしか）

（僕にできるなら────）

　甘い言葉の毒に身を浸ひたし、夢の中、清志朗は一人、取り残される────。




　調理師の朝は早い。

「今日も一日、がんばるきに！」

　まだ六時前という早朝、元気よく起きたハイムエンデ（ハイムダル）は、着替えて厨ちゆう房ぼうに向かう。まず米を研といで、ご飯を炊たかなくてはいけない。

　寮生たちが起きてくるまでに、食事の用意を整えなくてはならないので、とても忙いそがしい。

「ほいデ、次にするコトは……」

　作業を間違えないよう、ハイムエンデはボードに貼はられたメモを見に行く。

「おはよう、ハイムちゃん」

「おはヨウっちゃ、宮みや迫さこさん」

「おはようございますー、宮迫さん、ハイムさんー」

　来た者から順に、昨さく夜や決めた段取りに従って作業しているうちに、だんだんと皆が起きだして、厨房の人数が増えてくる。




　味み噌そ汁しるの具である豆とう腐ふを切って鍋なべに入れながら、調理師の宮迫が言った。

「ごめんなさいねぇ、ハイムちゃん。坂さか上がみさん、もうちょっとかかるんだって」




　調理師の坂上が盲もう腸ちようで入院したので、人数合わせのため、ハイムエンデは急きゆう遽きよ、帝都学園高等部の寮に雇やとわれた。

　盲腸の手術を無事に終え、坂上は退院したのだが、実家の食堂で人手が足りないとかで、そちらを手伝っていて戻ってこれない。そのため、まだしばらくの間、調理師の助すけっ人とは必要だ。

　うっかりでそそっかしいところはあるが、調理師としての腕うでがよく、真ま面じ目めなハイムエンデは、職員たちから可か愛わいがられ、生徒たちからも好かれていた。別の人を新しく雇うより、このままもう少し、ハイムエンデにはここで働いていてほしい。




「あー、そげんこつカマワいで。よかデすたい」




　住み込みの仕事は、寝しん食しよくに困らずちょうどいい。帝都での幻獣使いとしての仕事もまだ終わらないので、帝都学園高等部の寮でハイムエンデは調理師を続けたい。




　登校前に奥庭の作業をするため、蒼司朗はだいたい朝一番に寮を出る。

「おはようございます！　大おお森もり巡じゆん査さ」

「おはようございます、蒼司朗様」

「おはようございます！　櫟くぬぎさん」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピチュチュン」

「「（しゅー）」」

「おはようございます、蒼司朗様、奥庭の四神様」

　帝都城下を早朝巡じゆん回かい警けい備びしている警けい官かんや公こう儀ぎ隠おん密みつとは、すっかり顔馴な染じみだ。




（今日も、異常なし）

（ちゃんと働いてるな）

　蒼司朗と擦すれ違った警官や公儀隠密は、それぞれ少し時間を変えて、帝都学園高等部の寮の厨房で、黒くろ髪かみの外国人が働いている姿を確認する。




　帝都に来た当初、そこにいるはずなのに認識できないという、不ふ可か思し議ぎな現象で帝都警察や公儀隠密、帝都の神官たちを不安に陥おとしいれたが、ハイムエンデ自身は帝都を脅おびやかすようなことは何もしていない。顧客から依頼されたことをやっている、それだけだ。
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　奥庭の仕事を終えた蒼そう司し朗ろうは、社しや務む所しよに戻り、ピヨ四し神じんに食べさせながら朝食をとる。一人の食事を若様は気にしてくれたが、大丈夫だからと言って断った。

（朝の時間って、けっこう忙いそがしいしね）

　わざわざ蒼司朗のために、何十分も若様に早起きをさせるのは申し訳ない。そして、若様にはもれなく、護ご衛えいの篠しの原はら勇ゆう輝きが同行する。篠原勇輝の時間まで、蒼司朗との朝食のために使わせるのは、気の毒だ。

　そして、他校へ通う人の流れに、自分たちだけが逆行しなければならないルートでの、若様と三人での登校は、かなりの注目を浴あびるので、けっこういたたまれない。

　若様と篠原勇輝は、蒼司朗と一緒にいてくれるだけなのに、周りからは尊敬の目で見られる。

（オレまで偉えらい人になったみたいで、勘かん違ちがいしそうだし）

　まだまだ何も変われない、実力のないチビのまま、自意識ばかり巨大化しては、質たちが悪い。




「────蒼司朗様、目を擦こすらないでください。眼がん球きゆうに負ふ担たんがかかりますよ」

　帝都神社で祝詞のりとを個人教授してくれていた佐さ久く間ま神官は、蒼司朗が今日、やたらと目を擦っていることに気づいて注意した。

「……すみません、何かちょっと痒かゆくて」

　もにゅもにゅと目を擦っている蒼司朗の仕草は、何だかいつもよりもちょっと幼おさない。

（これは、ひょっとすると）




　モスマンの件での呼びだしの後、これまでよりも一層いろいろとがんばっているように見える蒼司朗に、佐久間神官は尋たずねる。

「ちゃんと睡すい眠みん時間を取っておられますか？」

「……睡眠時間は、そんなに変わらないはず、なんですけど……」




　部屋に戻ってから、蒼司朗は一人で予習復習をしたり、予定の確認や、作業の段取りを組んでいる。集中していると、うっかり夜よ更ふかししてしまうので、気をつけなくてはいけない。

　時間が遅くなっていたことに気づいたなら、蒼司朗は途中でもそこで切りあげて、速すみやかに布ふ団とんへ入る。そうしなければ、どんどん睡眠時間が短くなってしまう。

　だが、眠りが浅いことを、蒼司朗は自覚している。




（清きよちゃん……）

　一人で過ごす寮りようの部屋は、ピヨ四神が一緒なのに、やっぱり少し落ち着かなくて、熟じゆく睡すいできていない。寝ついても、どこかから聞こえるちょっとした物音で、しょっちゅう目が覚めてしまう。




　右、左と目を擦っている蒼司朗を見て、佐久間神官は祝詞の巻まき物ものをしまう。

「蒼司朗様、しっかり眠らないと、大きくなれないどころか縮みますよ？」

　身長にコンプレックスのある蒼司朗に対して、『小さい』に関する言葉はＮＧワードだ。佐久間神官は、わざとらしい説教をしてみたのだが。




「……はい、気をつけます」

　しょぼしょぼと蒼司朗は瞬まばたきをする。




　────怖いこと、言わないでくださいよ！




　打てば響ひびく、あの反応を予想していた佐久間神官は、これは駄だ目めだなと判断した。

「時間前ですが、これで終わりましょう。今日は早く休んでください。また次回、がんばりましょう」

「────ありがとうございました」

　佐久間神官へお辞じ儀ぎをして、蒼司朗は今日の祝詞の時間を終えた。社務所に戻り、神官装しよう束ぞくから制服に着替えて帝都神社を出る。

（早いから、遊び足りないかな）

　蒼司朗は、奥庭で待っているピヨ四神を思う。




　蒼司朗が帝都神社で修行をするときに、ピヨ四神を同行すると、神官が気を遣つかうし、神官の気も散るので、よくない。だから蒼司朗は、奥庭にピヨ四神を残し、枝えだ打うち斧おのの番をさせて、修行後に迎えに行く。

　帝都城公園内の移動だが、このときだけは蒼司朗には武器となるものがなく、ピヨ四神もいない。

　以前、この丸まる腰ごし状態のまま、まんまと誘おびきだされて、危険な目に遭あった。

　蒼司朗に危害を加えようとする者も、皆かい無むではないのだ。

　あの一件の後、蒼司朗が帝都神社から奥庭へ向かう時間、公こう儀ぎ隠おん密みつは目を光らせている。だから蒼司朗は、怪あやしい者と遭そう遇ぐうしない。




「え？　蒼司朗様。もうお帰りですか？」

　使いに出ていた鈴すず宮みや神官は、帝都神社から奥庭に向かう蒼司朗の姿を見かけ、驚いて声をかけて近寄った。蒼司朗は情けない気分で苦笑する。

「オレがあんまり眠そうにしてたんで、佐久間神官が今日は早めに終わらせてくれたんです」




（確かに、顔色が少し優すぐれないようですね……）

　ただ眠いだけならいいのだが。

　心配してから、鈴宮神官は思い出す。

「小お此この木ぎ神官長から、お帰りになられるときにお渡しするようにと、奥庭の四神様と蒼司朗様へお菓か子しを預かっていました……！　お部屋にお届けしておけばよかったですね、事務所に置いたままです、すみません……！」

「悪いのはオレですから、鈴宮神官が謝られることはないですよ」

　じゃあ戻ろうと、蒼司朗は今来た道へと向き直る。

「蒼司朗様が戻られることはありません！」

　これでは、早く休んだほうがいいと考え、蒼司朗を帰した佐久間神官の思いが台無しだ。

　鈴宮神官は慌あわてる。

「わたしが取ってきますから、蒼司朗様は奥庭へいらしてください」

「いえ、オレが奥庭まで行ってしまうと、鈴宮神官にお時間を取らせることになります。そんなの、駄目ですよ」




　蒼司朗が予定よりも早く帝都神社を出てきてしまったから、鈴宮神官の段取りが狂うことになったのだ。忙しい鈴宮神官を、煩わずらわせたくはない。




　蒼司朗の考えも鈴宮神官にはわかる。

（えーと！）

　何かいい折せつ衷ちゆう案あんはないものかと、周囲を見回した鈴宮神官は、遊歩道の向こうにベンチを見つけた。

　このあたりで待っていてもらえるなら、ちょうどいい。




「あそこで少しお待ちいただけますか？　蒼司朗様」

　鈴宮神官は蒼司朗の視線を促うながし、ベンチを指し示す。

「すぐ戻りますので！」

「……あ、はい。すみません……！」

　蒼司朗はいつもより反応鈍にぶく、急ぎ足で帝都神社へ向かう鈴宮神官を見送った。




（やっぱり疲れてるのかなぁ）

　鞄かばんを置き、ベンチに腰こしかけた蒼司朗は、結び目に指を突っこんでネクタイを緩ゆるめ、シャツのボタンを上から幾いくつか外はずす。

　蒼司朗はまだちょっと、ネクタイに慣れていない。苦しいなと気になりはじめたら、すごく苦しい。帝都民としてだらしない格かつ好こうだが、鈴宮神官が戻ってくるまでの、少しの間、ボタンを外していたい。




（ちょっとだけ、目を休ませて……）

　蒼司朗は目を閉じる。

　帝都城公園には、立りつ派ぱな木が何本も植しよく樹じゆされている。

　蒼司朗のいるベンチに落ちる木こ漏もれ日は、とても具合よく暖かい。まるで優しい人の側にいるようだ。

　ゆっくり身体からだが傾かたむいて、目を閉じた蒼司朗は、足を下ろした形でベンチに横になる。

（清ちゃん……）

　会いたいよ────。




　昼のハイムダルが活動している時間、夜のエンディミオンは休眠する。夢の世界の支配者でいられるのは、ハイムダルが眠っている間だけだ。

　エンディミオンは休眠中、夢の中に引きこんだ清きよ志し朗ろうを拘こう束そくすることはできない。




「…………」

　誰だれかに呼ばれた気がして、清志朗はそちらへ向かう。




　蒼司朗の近くに、今、ピヨ四神はいない。強固に守られている状態にない。

　誰かのことを思って眠ると、その相手と夢で繫つながることがある。

　蒼司朗はそうと知らないまま、夢の中にいる清志朗と繫がり、呼び寄せていた。




　夢の中から出ると、清志朗は『アシスタント』をしている魔ま界かい侯こう爵しやくの姿になる。

　悪あく魔まは夜のほうが活動しやすい。夜のほうが力が強くなる。

　それなのに、まだ日が高い。魔界侯爵である自分が、どうしてこんな時間にこんな場所に来てしまったのか、わからない。ここには、どす黒い大きな欲よく望ぼうもない。

　目の前にあるのは、城と、瑞みず々みずしい緑萌もえる公園、そしてベンチ、少年。




　ベンチで眠っている小こ柄がらな少年を、魔界侯爵は見下ろす。

（…………）

　誰だかわからないし、何も感じ────。




　キラリ。




　木漏れ日を受け、少年の開いたシャツの襟えりの間で、何かが光った。

　その輝かがやきに、魔界侯爵の胸むねの奥で、きしっと小さく音を立てるものがある。

（────何だろう……？）

　しばらくの間、ベンチで眠っている少年を見つめて、魔界侯爵は白手袋を嵌はめた手を伸ばし、その襟元に触ふれる。

　ころり、細い鎖くさりに繫がれたペンダントヘッド、緑色の石が、少年のシャツの襟の間から外へと零こぼれでた。



















　蒼司朗の通るルートを調べ、怪しい人物が接せつ触しよくしないよう、警けい護ごの当番にあたっていた公儀隠密候補生・柳生やぎゆう蘭らん丸まるは、不意に背せ筋すじがぞくりとし、全身が震ふるえた。

（何だ!?）

　強烈な不安感に襲おそわれ、膝ひざががくがくする。

　この感じには覚えがある。つい最近の任務で────！

「……まさか……！」

　身体は本能に従って逃にげたがったが、強きよう靱じんな意志でそれを抑おさえつけ、柳生蘭丸はその恐怖の源みなもとへと急行する。




　帝都神社に戻った鈴宮神官は、社務所へ着く手前で、ぎくりとして足を止めた。

（これは……！）

　この禍まが々まがしい気は！




「鈴宮神官！」

　拝はい殿でんのほうから、新しん庄じよう神官が恐おそろしい勢いで駆かけてきた。その行動の理由は、説明されるまでもない。鈴宮神官は新庄神官へ叫ぶ。

「蒼司朗様のおられる場所に違いありません！」

　怒ど濤とうのごとく走り去る新庄神官を追いかけて、鈴宮神官も走る。




　神官ほどの霊れい力りよくを持たない柳生蘭丸の目に、それは等身大の真っ黒な靄もやのように見えた。

　靄はベンチで横たわる蒼司朗を、穢けがそうとでもしているかのようだ。阻そ止ししなければいけないとわかっているのだが、あと二十メートルほどの距離を縮めることができない。

　足が動かない。

（────くそっ！）




「下がりなさい、蘭丸くん！」

　背後から雄お々おしく太い声が聞こえ、がくんと柳生蘭丸は膝を折った。

（新庄、神官……!?）

「それ以上、近寄ってはいけません！」

　いつもは穏おだやかな鈴宮神官が、警けい告こくを発している。振り向こうとした柳生蘭丸の横を、砂すな埃ぼこりと共に新庄神官が駆け抜けた。しゃがみこんでしまった柳生蘭丸の横で、鈴宮神官が足を止める。

「大丈夫ですか!?」

　両りよう肩かたを摑つかみ、顔を覗のぞきこむようにして鈴宮神官に尋ねられ、柳生蘭丸はがくがくと震えながら頷うなずく。鈴宮神官に触れられている場所から、すうっと温ぬくもりが広がり、身体を凍いてつかせていたものが融とけていくような気がした。

「す、ず宮神官、あれは……」




　柳生蘭丸の目には、真っ黒い靄の塊かたまりのようにしか見えないが、鈴宮神官にははっきりと、緑の装束の悪魔が見えている。

「魔界侯爵です……！」




「怨おん敵てき退散っ！」

　左手に身を守る防ぼう御ぎよの印いんを結び、右手で竹たけ筒づつ水すい筒とうを取りだした新庄神官は、その中に入っていた水を、魔界侯爵に向かってぶちまけた。




　飛来する聖せい水すいを避よけ、ふわりと空を滑すべるように魔界侯爵はその場を離れる。

　離れて、消えた。




　柳生蘭丸を襲っていた強烈な不安感が、すっとなくなった。

　周囲の明るさが、一段と増したように感じられた。




　蒼司朗用の『帝都のよく効く薬』を溶かした水を用いて、魔界侯爵を追い払うことができた新庄神官は、仁に王おう立だちのまま肩で荒あらい息をする。

　本当にあの水に魔を祓はらう効果があるのか、半信半疑だったのだが、無む我が夢む中ちゆうで、あぁすることしかできなかった。

「蒼司……」




「望もち月づき蒼司朗！」




　凜りんとした声で少年の名を呼びながら駆けつけた者に、新庄神官は驚いて振り向く。

「若様……！」




　夕方、帝都城公園でいつものランニングをしていたのだろう、トレーニングウェア姿の若様は、蒼司朗の枝打ち斧を持ち、ピヨ四神を連れていた。

　不ふ慮りよの事故や、悪意なく危害を加えるモノがいた場合、蒼司朗のそばにいればピヨ四神は状況に応じて的確に加か護ごできるが、離れていては後手に回るおそれがある。意識のない状態の蒼司朗へ『穢れたモノ』が接近するのは、よくないことだ。

　清志朗の心が凍とう結けつされた状態なので、魔界侯爵の感情は、ピヨ四神には読み取れない。あれが清志朗だとはわからない。

「ミギャギャギャー！」

「キュイイッ！」

「チュピピッ！」

「「（しゃー！）」」

　若様が駆け寄り、近づいた途と端たん、ピヨ四神は蒼司朗へ向かって跳とんだ。霊れい獣じゆうなので、飛びつかれても体重による衝しよう撃げきはないのだが、接触されると、本物の動物が触れたように感じる。




「……ん……」

　頰ほおを舐なめられたり、鼻はな面づらふんふんされたりしながら、蒼司朗はゆっくり目を開ける。

（あれ？）

　緩かん慢まんな瞬きをしながら、蒼司朗はここがどこで、何をしていたのかを思い出す。

（オレ、眠っちゃってたのか……）




「大丈夫か？　望月蒼司朗」

「若様、それ以上は……！」

　蒼司朗へ近づこうとする若様の前に腕うでを出し、新庄神官は止める。




　若様が行こうとしているのは、ついさっきまで、あの魔界侯爵が立っていた場所だ。穢れに弱い若様の身体には、毒になるだろう。止められる理由がわかっている若様は、新庄神官へ、にこりと微笑ほほえむ。

「心配いらない。そこに新庄神官が撒まいた水がある」

　水に濡ぬれたところは、強い浄じよう化かの力を感じさせる場所となっていて、この一帯、若様は身体に負ふ担たんとなる穢れを感じない。

「は……！」

　差しでがましい真ま似ねをしたと、新庄神官は恐きよう縮しゆくして会え釈しやくし、若様の前に出していた腕を引っこめた。




「……オレ、寝ちゃってました」

　目を擦りながら、蒼司朗は起きあがる。

「え、と、すみません……！」

　何だか、大おお事ごとになっているらしい様子に、ベンチに座った蒼司朗は頭を下げる。




「何もなければいい」

　若様は蒼司朗へ、持ってきた枝打ち斧を渡す。

「ミギュン」

「キュイキュイ」

「チュチュピ」

「「（しゅー）」」

　膝に甘えるピヨ四神を、蒼司朗は可か愛わいがる。

「また若様呼んじゃったのか。すみません、若様」

　途中まで来たくせに、なかなか迎えにこないものだから、焦じれたのかと蒼司朗は思った。




　さっきまで魔界侯爵がすぐ近くにいたことに、蒼司朗は気づいていない。

「望月蒼司朗……」

　蒼司朗の一大事だと、必死の呼びかけに応こたえてピヨ四神を奥庭から出し、ここまで連れてきた若様は、あれに気づかないものなのだろうかと、驚く。




　新庄神官は静かに蒼司朗へ教えた。

「蒼司朗様、つい先ほどまで、魔界侯爵がそこに立っていました」

「……え？」

　ピヨ四神を撫なでながら、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

（……魔界侯爵って、清ちゃん？）

　清志朗が、眠っていた蒼司朗のすぐ近くにいたというのか。




　公儀隠密は陰かげからそっと、この帝都を守る者だ。表で活動する神官の世話になっていてはいけない。

「鈴宮神官、ありがとうございました」

　腰を上げた柳生蘭丸は、素早く静かに立ち去った。




　若様と新庄神官に続いて、鈴宮神官も蒼司朗へと近づく。

「申し訳ありません、蒼司朗様。このような場所にお一人にして」

「鈴宮神官は何も悪くないですよ」

　鈴宮神官は蒼司朗が持って帰れるよう、お菓子を取りに行ってくれただけだ。




（しかし、いったい何を……）

　新庄神官は、まったく解げせない。

　一人でこういう場所にいたから、蒼司朗が狙ねらわれたのだろうか。まだ日も高い時分だというのに。

　魔界侯爵は蒼司朗へ向かって、手を伸ばしていたように見えた。

　少し膝を屈かがめ、魔界侯爵が手を伸ばしていたところに目をやった新庄神官は、ぎょっとする。




「蒼司朗様っ！」

「大丈夫ですか、その首っ！」

　驚いた新庄神官と鈴宮神官に大声を出され、蒼司朗はびっくりする。

「な、何ですか!?　ちょっと苦しかっただけですよ……！　オレ、まだネクタイに慣れなくて……！」

　確かにだらしない服装になっているだろうが、ベンチを立つ前にちゃんと直すつもりだった。

「いや、そのことではない」

　若様はポケットに入れていた小さなミラーコンパクトを出し、蒼司朗に向けた。




（誰かに落書きでもされたのかな？）

　居眠りしていて顔に落書きされるのは、学校でよくある悪戯いたずらだ。

　どんなふうになっているのだろうかと、若様から向けられたミラーコンパクトを覗きこみ、蒼司朗はぎょっとする。

「な、んだ!?　これ……！」




　蒼司朗の首には、右手で喉のどを摑まれたような痣あざがくっきりとついていた。




　生々しい手の形の痣を見て、鈴宮神官は震えあがる。

「魔界侯爵は、蒼司朗様を殺そうとしていたのでしょうか……!?」

　片手で、あの細い首を握にぎり潰つぶすようにして────！

「いや、それは、どうなのだろう……？」

　新庄神官には、よくわからない。さっき見た魔界侯爵は、蒼司朗の首を絞しめあげているというふうには、見えなかった。もっと別のことをしていたような気がする。




　蒼司朗は一人、魔界侯爵である清志朗の行動の理由を理解する。

「オレの持ってるこの『緑の石』に、用があったんじゃないかと思います。これは望月家の家宝だから」

　ペンダントにして、蒼司朗が肌はだ身み離さず持ち歩いている『緑の石』。開いた襟から出ていたそれを、そっと蒼司朗はシャツの内側に入れた。




　魔界侯爵であるのに、望月家の家宝に興味があるのだろうか。

　新庄神官と鈴宮神官には、甚はなはだ疑問だ。




　ミラーコンパクトをしまいながら、若様は尋ねる。

「望月蒼司朗、その痣は痛むのではないか？」

「そう、ですね。少し痛みます」




　ぴりぴりと、軽い火傷やけどを負ったときと似た痛みを感じる。




「近くの救きゆう護ご所しよに行って、治ち療りようを！　いえ、先に帝都神社で、御お祓はらいをしたほうがいいでしょうか!?」

　鈴宮神官は、どうしたら一番いいのだろうかと、わたわたする。

「蒼司朗様、よろしければ、今からお連れいたしますが」

　お姫様抱だっこで運ぼうと、新庄神官は蒼司朗へ手を差しだした。

　穢れが毒となって全身に広がらないよう、身体を動かさずに移動するのが最さい善ぜん策さくだ。




　蒼司朗は新庄神官へ、慌てて首を横に振る。

「だ、大丈夫です！　全然たいしたことありませんから！　これぐらい、自分で薬を塗ぬっておけば治ります！」

「ミギュ～」

「キュウゥ」

「ピッピッピ」

「「（しゅー）」」

「駄目だって……！」

　首の痣に近づいて、触さわろう、舐めようとするピヨ四神を、蒼司朗は懸けん命めいに止める。確かにこの首の痣は、魔界侯爵が触れた場所で、もっとも強く穢れている。大切な神様を、穢れに触れさせるなんて、もっての外！




　蒼司朗が塗るのは、蒼司朗用の『帝都のよく効く薬』だ。魔界侯爵が射いた矢の傷も治せる薬なのだから、痣なんて簡単に治せるだろう。




（清ちゃんが、オレにつけた痣……）




　どこでどうしているのかわからない清志朗が、自分から近づいてきてくれたことが、蒼司朗は嬉うれしい。

　蒼司朗は眠っていて、顔を見ることはできなかったけれど、清志朗は印しるしを残していってくれた。




（ちょっともったいない気もするけど……）




　穢れた身体では、ピヨ四神の世話をできない。蒼司朗は手早く薬を塗ると、痣が外から見えないようにシャツのボタンを留め、ネクタイを直す。

　たとえ『緑の石』が目当てだとしても、きっとまた、清志朗は蒼司朗の前に姿を現してくれるだろう。

（次は、ちゃんと話をしよう）

　そしてきっと、蒼司朗は清志朗のいる日常を取り戻すのだ。

（オレは諦あきらめないよ、清ちゃん）

　希望は蒼司朗が持っている。




（少し眠って、楽になられたようですね）

　ここに待たせて別れる前よりも、蒼司朗が元気になったように見えて、鈴宮神官は少しほっとする。




　帝都には、帝みかどの命を狙う者たちがいれば、若様の命を狙う者たちもいる。

　若様を亡なき者にしようと企たくらみ、日常の行動を調査し、襲しゆう撃げきしやすそうな日時を探っていた五人の男たちは、ランニングをしていた若様の後をつけていて、一度見失い、五分以上も経過してから、ようやくその姿を見つけた。




「────おい、今が絶好の機会じゃないのか？」

　若様の近くにいた、大柄で強そうな神官は、もう一人の神官と共に、どこかに行ってしまった。

　残ったのは、中学生（制服が違います☆）と若様だけだ。他の誰かが来ないうちに、今なら、若様のお命を頂ちよう戴だいできる────！

「いくぞ！」

「おうっ！」




「ピ！」

　蒼司朗の頭の上で、チビ朱す雀ざくが鳴いた。小さな手て羽ばの指し示す先に、悪意を持った者が複数いる。

「若様は、こっち側に来ててください」

「あぁ。すまない」

　若様は蒼司朗の動きの邪じや魔まにならないよう、場所を選んで下がった。




　枝打ち斧を握って、蒼司朗はひとつ呼吸を整え、若様を狙う不ふ埒らちな者共へ振り返る。




「お庭番、望月蒼司朗、────参る！」




　野や郎ろうどものむくつけき悲鳴が聞こえるまで、あと五秒────。











了
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　蒼そう司し朗ろうが予想していたとおり、桜おう桃とうの木はピヨ四し神じんをとても喜ばせた。

　果か樹じゆとして一本だけ奥庭へ植樹したものだが、春にはちょっとしたお花見が楽しめた。あの花の数だけ、桜桃の実が成る。

　美しく咲いた花の後、鮮あざやかさを増す緑の葉の間で実がだんだんと大きくなり、太陽を浴びて赤くつやつやと熟していく様は、見ているだけでもとても楽しかった。赤くて可か愛わいい、美お味いしい実が食べられて、ピヨ四神は大満足だ。

「ミギャ」

「ありがとうございます、奥庭の四神様」

　ピヨ四神は奥庭を訪おとずれる若様へ、実が収しゆう穫かくできる間ずっと、桜桃をプレゼントしていた。

　この桜桃の木は、蒼司朗がピヨ四神のために欲しいと伯お父じに相談し、望もち月づき造ぞう園えんを通して果樹農家さんに頼みこんで特別に譲ゆずってもらったものだ。ピヨ四神のための木なのだから、この木の桜桃の実は、全部ピヨ四神が食べていい。

　だが、若様や帝みかどから実をわけてほしいと頼まれれば、ピヨ四神は快こころよくこれを譲った。

「ミギャギャン」

「キュウキュウ」

「チュピピッ」

「「（しゅー）」」

　得意気なピヨ四神の様子を見て、蒼司朗は破は顔がんする。

（食くいしん坊ぼうなくせに）

　美味しいステキなものを独ひとり占じめせず、わけあいたいと思ってくれる、優しい神様であることが、蒼司朗は誇らしい。




　一本の木から収穫できる桜桃の量は、多くない。楽しくて美味しい思い出を残して、桜桃の収穫は終わった。

　蒼司朗は桜桃の完かん熟じゆくを待って順番に作業していったが、全部収穫してしまうまでに、それほど日にちはかからなかった。




「……ミギュ～」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

「うん。また来年ね」

　赤い小さな実が見えなくなって、寂さびしそうなピヨ四神を、蒼司朗は優しく抱だっこする。

「成ってるのは終わっちゃったけど、食べるのはまだあるから。大丈夫だよ」

　収穫した日にピヨ四神が食べきれなかった分は、帝都城に勤きん務むする帝の料理番が、保存のきくジャムにしてくれた。ビスケットなどと一緒に、来年の収穫を待ちながら、大事に食べていけばいいだろう。




（こんなに喜ぶのなら、果樹をもっと増やすべきなのかなぁ……）

　実の成る庭は楽しいことがわかったが、種類が増えると、蒼司朗にとっては世話が大変だ。それに、庭としての全体的な形が、思い描いていた予定と違ってくる。




　寮りようから望もち月づき邸ていに帰る週末、清きよ志し朗ろうの部屋で布団を並べて眠る支し度たくをしているとき、その話になった。

「だったら、苺いちごはどう？　四月の課外授業で、苺狩がりに行ったとき、蒼くんの四神様、とっても楽しそうだったよね」

　つやピカの大おお粒つぶ苺が鈴なりだった苺畑は、甘くていい匂いがして、ピヨ四神も大だい興こう奮ふんだった。

「美味しいものは、みんな好きだよ。食いしん坊だから」

　望月邸の清志朗の部屋で休むとき、ピヨ四神の姿は清志朗にも見える。

「ミギュ？」

「キュウ」

「チュピチュ」

「「（しゅー）」」

「な？」

　くすっと笑った蒼司朗は、何か話題になっているようだがと見上げるピヨ四神を、待たせていた座布団から抱きあげて、布団に入る。

「────苺かぁ」

　実が成るものは楽しいし、美味しく食べさせてやりたいが、食用の実に関する技術は、庭師の仕事とは少し別ものだ。

「植えつけるなら、秋だなぁ。今のオレの腕うでだと、春植えは無理ぽいし」

　種植えから始めると、収穫できるまでに一年以上かかるので、苗なえを手に入れたほうがいい。

　春植えならちょうど今が季節なのだが、収穫できるのは来年になってしまい、害虫や病気の発生も多い。秋植えのほうがいいだろう。

　横になりながら、蒼司朗は考える。

「どこに植えるか、場所を決めて、秋までに準備しないと」

　庭の形が────！

「ミギャ」

　うーん☆　と難しい顔になった蒼司朗の眉み間けんに、ぽちっとチビ白びやつ虎こが肉球タッチした。

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神に遠えん慮りよなく群むらがられている蒼司朗を見て、灯あかりを消して布団に入った清志朗は、くすくすと笑う。

「蒼くん、庭の形を気にしなくても、苺はポットで植えられるよ。それに、四し季き成なり苺なら、春から秋まで収穫できる。僕らには頼もしい助すけっ人とがいるじゃないか。ちょっとだけ、手を貸してもらってもいいと思うんだけど、そういうの駄だ目めかな？」




　帝都西地区に店がある松まつ田だ種しゆ苗びようは、卸おろしも行っている種と苗の専門業者だ。望月造園とは昔から取引があり、種や苗を仕入れさせてもらっている。奥庭で使いたいとお願いすれば、どんな苗でも、とびきりいいものを用意してくれるだろう。




　帝都大学の農業試験場で露ろ地じ栽さい培ばいの苺を見ていたので、蒼司朗はあの光景を思い描いてしまったが、苺は専用ポットでの栽培が可能だ。

　ポットに植えたものなら、あちこちに移動できるので、庭の形に影えい響きようを与えることはないし、日や雨の当たり具合を調整できる。四季成苺は、春から秋まで収穫できる、たくさん実をつける品種だ。




「あぁ！　なるほど！　そっか、その手があった！」

「松田種苗さんでポットに植え替えてもらえば、失敗なしだよ。大きい実のついてるのを、植えてもらおう」




　贈ぞう答とう品ひんやディスプレイとして注文された寄せ植えには、最初から綺き麗れいな花や実がついている苗を使う。花の寄せ植えなら望月造園も負けてはいないが、家庭菜園系は松田種苗で仕立ててもらったほうが安心だ。

　ポット植えならいつでも運びだせて、庭作りには影響がないし、『置く』という意味では、庭石や灯とう籠ろうなどと同じなので、お庭番である蒼司朗以外の者が作業しても差し支つかえないだろう。




「そうだね。それなら、すぐに実が食べられるから喜ぶよ」

　奥庭に持ちこんでからの生育がうまくいくかは、蒼司朗の腕にかかっている。困ったときには、松田種苗に聞きに行けばいいだろう。

「じゃあ明日、蒼くんが奥庭の作業に行っている間に、松田種苗さんに行って、四季成苺を植えたポットを頼んでくるね」




　蒼司朗が奥庭に持ちこんだ苺ポットは、清志朗が松田種苗に注文したものだ。




　松田種苗は白虎神社と同じく、望月造園にとってはご近所さんだ。家族や従業員も顔見知りだし、子供の歳が近ければ、同級生になることもある。松田種苗には子供が二人いて、姉の咲さ花なは清志朗と同じ学年、弟の実みのるは四つ年下だった。

　帝都によく里帰りしていた蒼司朗とも、松田種苗の子供たちは幼おさな馴な染じみだ。だが、蒼司朗は咲花が幼いときから苦手だ。

（オレ、さっちゃんに嫌きらわれてるよな）

　誕たん生じよう日びが三月末で、身長が低く、運動面でいろいろと劣おとっていた蒼司朗は、同学年の子供社会では底辺に属していた。だから、馬ば鹿かにされることが多いし、仲間外はずれにされたり、苛いじめられたりもしてきた。はっきり何かしてこなくても、自分を嫌っている人は雰ふん囲い気きでわかる。




　小学校二年生のとき、たまたま創立記念日が金曜日で、金、土、日と三日間休みになったのと、母が帝都に戻る用事があったのとで、蒼司朗は母と一緒に帝都へ帰ってきたことがあった。

　蒼司朗も一緒に帰ることは、木曜日に伝えていたので、蒼司朗が到とう着ちやくした金曜日、清志朗は急いで小学校から帰ってきた。

「清ちゃん、お帰り！」

「蒼くん、お帰り！」

　玄げん関かんで清志朗を出で迎むかえて、二人できゃっきゃとはしゃぐ。

　大好きな清志朗と会えることが、蒼司朗は嬉うれしかった。会いたくて、嬉しくて、その他のことはあまり考えていなかった。二人で一緒に遊んで、ご飯を食べて、お風ふ呂ろに入って、同じ布団でお話しながら眠って。それだけで、満足だった。

「明日、蒼くんはどこに行きたい？」

「んーとね、この前、清ちゃんが遠足で見に行ったっていう、お寺の石庭！」

　すごい庭だったと清志朗が教えてくれたので、蒼司朗も同じものが見たかった。きっとそれは、大人おとなになって一人前の庭師になるときに、役に立つものだと思えたから。

「うん、わかった。明日は龍りよう安あん寺じに行こう」




　朝ご飯を食べて、出かける準備をしていたとき、清志朗を訪たずねて小学校の友達が五人来た。

「集合時間になっても来ないから、迎えに来たわ。清くん、美術館に行きましょ」

　そう言ったのは、松田咲花だった。あとの四人は、この近所の子供ではないので、蒼司朗の知らない子だ。

　清志朗は咲花に誘われて、困こん惑わくする。

「僕、行けなくなったって昨日言ったよね？」

「わたし聞いてないわ」

　言いきる咲花の袖そでを、そっと後ろにいる女の子が引っ張る。

「────咲花ちゃん、望月くんは従い兄と弟こが来てるから行けなくなったって言ってたよ」

「わたし聞いてないもの！」

　振り向いた咲花に睨にらまれ、後ろの女の子は小さくなった。残りの女の子一人と男の子二人は、居い心地ごこち悪そうに清志朗を見る。清志朗はどうやら、咲花にだけ、伝え忘れたようだ。

「ごめん、さっちゃん。伝え忘れたみたいだね。蒼くんが来てるから、今日は龍安寺に行こうと思うんだ」

「あ、あのさ、龍安寺もいいけど、その従兄弟の子も、美術館に行かない？」

　蒼司朗も一緒にどうだろうかと誘った男の子を、咲花が睨む。

「美術館に行くのは、宿題でしょ！　蒼くんなんて、関係ないじゃない！」




　柱の陰かげに隠かくれてやりとりを聞いていた蒼司朗は、清志朗の都つ合ごうも考えず、ただ会いたくて帝都へ来てしまったことに、ようやく気づいた。

「（清ちゃん、さっちゃんたちと美術館に行って。オレは大丈夫だから）」




　蒼司朗の小さい声は届いたはずだが、清志朗は咲花たちに言った。

「宿題だけど、僕は別の日に美術館に行くよ。だから、ごめんね」

　穏おだやかな口く調ちようだったが、すっぱりと清志朗は誘いを断った。




　隠れていたつもりだった蒼司朗は、去り際ぎわに咲花から睨みつけられ、驚いて部屋の中に逃にげこんだ。




「ごめんね、蒼くん。昨日、皆にはちゃんと言ったと思ってたんだけど」

　面倒なやりとりを聞かせてしまったことを、清志朗は詫わびる。謝られて、蒼司朗は慌あわてた。

「ううん！　オレが悪いんだよ！　清ちゃんには清ちゃんの予定があったのに……！」

「蒼くんは何も悪くない。僕が蒼くんと一緒にいたいんだ。蒼くんと石庭を見に行くほうが、大事なことだよ」

　清志朗は将来の望月造園のことを考えていて、松田咲花は約束にとても厳きびしい子なのだなと、このときの蒼司朗は思っていた。




　いつもどおり優しいし、穏やかに接してくれる清志朗が、何だかよそよそしい感じがすることに松田咲花が気づくのは、蒼司朗が巌いわ手てに帰って、少ししたころだ。

（────清くんに避さけられてる？）

　気のせいだと思いたかったが、どうやらそうではないらしい。

　帝都小学校では成績順にクラスを振り分けられて、頭のいい子が同じクラスになる。松田咲花は一年生のときから、清志朗とずっと同じクラスだ。

　頭がよくて勝気で、運動も得意で可愛い松田咲花は、男の子に人気があった。男女問わず人気のある清志朗とは、学級代表になって一緒に仕事をしている。

　家も近く、幼馴染みなので名前で呼びあっているし、家業を通しても浅からぬ縁えんがあるので、ちょっと他の女の子に優越感を持っていた。




（え？　何？　わたし、何か清くんに嫌きらわれるようなこと、した？）

　松田咲花は間違ったことをした覚えがなく、わけがわからない。




「ねぇ、望月くんって、どんな子が好きなの？」

　休み時間、恋こい話ばなをしていた四人の女の子が、たまたま机の横を通りかかった清志朗に尋ねた。教室中の女の子が、一いつ斉せいに聞き耳を立てたのは、日直で黒板を消していて皆みなに背中を向けていた松田咲花にもわかった。

　自分に探さぐりを入れられているとは思わず、気楽な様子で清志朗は答える。

「僕の大切なものを、一緒に大事にしてくれる子かな」

「えー？　大切なものって、宝物？」

「望月くんの宝物って、なぁに？」

「教えて！」

　好奇心丸出しの女の子たちから賑にぎやかに追及されたが、にこっと微笑ほほえんだ清志朗は、これには答えず、机の横を通りすぎ、廊ろう下かへ出て行った。




　黒板を消しながら、松田咲花は唇くちびるを嚙かむ。

（清くんの宝物……）

　近所で育った幼馴染みだから、松田咲花にはわかる。

　幸せそうな、とびきり優しい笑顔を浮かべているときの清志朗の横には、いつでも従兄弟の蒼司朗がいた。蒼司朗こそが、清志朗の大切な宝物なのだ。




　────蒼くんなんて、関係ないじゃない！




（わたし、一番言っちゃいけないことを言っちゃった……）

　距離を置かれても、当然だ。清志朗の大切な宝物を、邪じや険けんにしてしまったのだから。




　初めて会ったときから、松田咲花は蒼司朗のことが気に食わなかった。それは、いつでも蒼司朗が清志朗を独どく占せんしてしまうからだ。必ず清志朗は、蒼司朗を優先する。目め障ざわりで、いなければいいのにといつも思っていたから、ぽろっとあんな言葉が出てしまった。

　従兄弟だというだけで、無条件に清志朗から大切にされている蒼司朗が、松田咲花は腹立たしい。ずっとうっとうしく思ってきたので、蒼司朗とは仲よくできる気がしない。

　蒼司朗を受け入れられなければ、清志朗とは疎そ遠えんになるだろう。

　清志朗は帝都学園へ進学した。お嬢様学校へ通う必要はないと父親が反対したので、合格できる成績だったが、松田咲花は白しら百ゆ合り女学院ではなく帝都西中学へ進学した。寮生活の清志朗とは、通学路で会うこともない。




「わたし、松田種苗の跡あと継つぎだから！」

　弟は下げ僕ぼくであると、虐しいたげてきた姉は、こうして自分こそが家業を継ぐのだと宣せん言げんする。

　松田種苗の後こう継けい者しやなら、望月造園と繫つながっていられる。清志朗と繫がっていられる。




「わたしの四季成苺のポット、枯らしてないでしょうね!?」

　帝都城下でばったり会ったと思ったら、いきなり睨まれて、蒼司朗は苦笑いする。

「さっちゃん、ひさしぶり。苺は大丈夫だよ。すごくいい苗で、実つきがいいよ」

　奥庭のお庭番になっても、相変わらず怖いので、蒼司朗は松田咲花が苦手だ。ピヨ四神も恐おそれをなして、頭を引っこめた。

「当たり前でしょ！　わたしが植え替えたんだか、ら……？」

　すごく熱心に、丹たん精せいこめて作業したことを思い出し、松田咲花は困こん惑わくする。

　帝都に来た蒼司朗が帝都城奥庭のお庭番になったことは、とても名めい誉よなことで、望月造園との関係においても応おう援えんしなければいけないとわかっている。しかし、だからといってあんなに思いをこめて作業するなんて、自分が信じられない。

「さっちゃん？」

「うるさいわね！　何でもないわよ！」

　蒼司朗から気づかわしげに見つめられて、松田咲花は苛いらついた。苛ついて、涙が零こぼれる。

「何であんた、そんな顔して一人で歩いてるのよ!?」

　松田咲花の記き憶おくにある蒼司朗は昔から、いつもとても幸せそうに笑っていた。

（一人で、って何？）

　自分が口走っていることが、松田咲花にはよくわからない。




　姿や痕こん跡せきはすべて消えて、名前すら思い出せなくなっても、清志朗の存在が心の中にあるのは、蒼司朗だけではない────。





二○一六年五月十七日　流ながれ　星せい香か　　補ほ充じゆう用ようの苺の苗はキープされてます☆
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愛知県在住

最近お香焚きながらの仕事が落ち着きまして。お庭番は寺の香り「沈香」で描いてます。
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お庭にわ番ばん望もち月づき蒼そう司し朗ろう参まいる！




ヘンペルのカラスと希き望ぼうの種たね








流ながれ星せい香か





[image: ]





2016年6月15日　発行





[image: ]Seika NAGARE 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫アリス『お庭番望月蒼司朗参る！ ヘンペルのカラスと希望の種』

2016年6月27日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ビーズログ文庫アリス編集部

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p000-00-9-1.jpg
i)
e

&S

NV I - mmmm
ha Ry

~
~= P47 - @ Voo 3
/ ~ " -
/ b ) :
1 - o
b N SRR Q=R
B

o S s
1

) p
m&naLTMﬁmA 7.






item/image/p000-00-38-1.jpg





item/image/p000-00-11-1.jpg
NEWER —  FapFap





item/image/logo-bslogA.png





item/image/p000-00-13-1.jpg





item/image/p000-00-34-1.jpg
NEREE 0 FapFau





item/image/p000-00-55-1.jpg
NEREE o Faptau





item/image/p000-00-3-1.jpg
* R - **

BOREN 5 AR — AR RN O,
ZORCESWG  RRRELSYT o E
WEHERIC, SOMNSERERT ZHH0%ETS, B
J%@H:‘JEIC_J_:?\ FEIEHEADEBEKICEEODNS!! ZA
* reh, ERENE [SEE] DNOKEICT I ? *
ZUCETBOF. UL DOREELTWE, [4 L0

5phZELS | | MFEOEGHTER . DEBSMM!






item/image/p000-00-30-1.jpg





item/image/cover.jpg
S

CAY 2ORINKVE R S i g

)

y





item/image/p000-00-60-1.jpg
NEWES o FapFap





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-27-1.jpg
NEWER «  FapFap





item/image/p000-00-48-1.jpg
NEWER ~ FapFap





item/image/p000-00-46-1.jpg





item/image/p000-00-23-1.jpg
g mt z‘\\k

\N\\\W ‘\\7“()}

b »

» = |
g

\\\






item/image/p000-00-21-1.jpg
NEWER o FapFap





item/image/p000-00-63-1.jpg





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/p000-00-16-1.jpg
NEREE o Faptau





item/image/p000-00-8-1.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		１



		２



		３



		４



		５



		６



		７



		８



		９



		10



		ようこそ帝都へ



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/gaiji-0002.png
Y





item/image/p000-00-54-1.jpg





item/image/p000-00-80-1.jpg
METET SRR BETHTSER
HETHT RS i mETHIIER R
ZK B





item/image/p000-00-2-1.jpg





item/image/p000-00-10-1.jpg
SmE R (e
ERAKSRE
e

71

EEEE| @

ZRER
%%W&i;ﬁ

&

FEEmA—]
EKILY
9

BASEE






item/image/p000-00-75-1.jpg
NEMEE doovER ¢ Fapt





item/image/p000-00-66-1.jpg
NESEE O Faptap





item/image/p000-00-41-1.jpg
NEWER o FapFap





